
『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面

神
通
力
を
め
ぐ
っ
て

柏
木
寧
子

は

じ
め
に

　
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
五
巻
は
、
釈
迦
仏
最
後
生
の
諸
事
蹟
、

仏
滅
後

に
お
け
る
法
の
伝
承
、
ま
た
、
釈
迦
仏
の
諸
々
の
前
生
謳
を

語

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
釈
迦
仏
出
現
と
い
う
一
大
出
来
事
を
描
い
て

い
る
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
全
三
十
一
巻
中
に
天
竺
部
五
巻
が
占
め
る
位
置
、

あ
る
い
は
、
物
語
の
描
く
世
界
全
体
に
天
竺
世
界
が
占
め
る
位
置
に

つ
い
て

は
、
前
田
雅
之
が
論
じ
て
い
る
。
前
田
に
よ
れ
ば
『
今
昔
物

語
集
』
は
《
全
世
界
》
を
再
構
築
・
再
現
前
し
よ
う
と
す
る
構
想
を

も
ち
、
し
か
し
そ
の
実
現
途
上
で
未
完
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
テ
ク
ス

ト
で
あ
る
。
《
全
世
界
》
と
は
す
な
わ
ち
、
天
竺
・
震
旦
・
本
朝
三

国
の
地
理
的
・
歴
史
的
ま
た
宗
教
－
政
治
－
文
化
的
世
界
の
総
体
で

あ
り
、
そ
の
中
核
・
根
幹
を
な
す
「
至
上
価
値
」
と
目
さ
れ
た
の
が

《
仏
》
の
法
た
る
「
仏
法
」
で
あ
っ
た
。
物
語
は
だ
か
ら
「
《
仏
》

1
1
天
竺
」
か
ら
語
り
お
こ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

『今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
天
竺
世
界
は
、
《
仏
》
の
誕
生
と
と
も

に
誕
生
す
る
世
界
、
《
仏
》
が
開
開
・
統
括
す
る
「
仏
国
土
」
と
し

　
　
（
1
）

て
あ
る
。

　
確
か

に
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
描
く
世
界
全
体
に
、
古
代
・
天
竺

と
い
う
時
空
は
特
権
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
世
界
全
体
は
仏
法

に
貫
か
れ
、
天
竺
・
震
旦
・
本
朝
の
三
国
、
正
・
像
・
末
の
三
時
、

仏

法
・
世
俗
（
出
世
間
的
・
世
間
的
）
の
二
秩
序
、
い
ず
れ
の
も
と

に
生
き
る
人
も
、
基
本
的
に
釈
迦
仏
教
化
の
範
囲
内
に
あ
る
、
と
見

る
視
座
を
『
今
昔
物
語
集
』
は
も
っ
て
い
る
。
世
界
全
体
を
そ
の
よ

う
に
更
新
、
も
し
く
は
開
開
す
る
の
が
釈
迦
仏
の
成
道
・
説
法
と
い

う
出
来
事
で
あ
り
、
い
ま
あ
る
現
実
の
い
わ
ば
．
聖
な
る
原
点
／
と
し

て
、
古
代
・
天
竺
は
特
別
の
価
値
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、

そ
れ
に
も
増
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
そ
も
そ
も
釈
迦
仏
が
生
き
て
存

在

し
た
時
空
は
古
代
・
天
竺
の
み
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
肉
身
を
も
つ
仏
が
存
在
し
た
こ
と
、
互
い
に
眼
差
し
声
を
聞

き
肌
に
触
れ
る
と
い
う
直
接
的
交
わ
り
が
仏
と
人
々
と
の
問
に
結
ば

一
〇

五



一
〇
六

れ

た
こ
と
、
そ
の
点
に
お
い
て
古
代
・
天
竺
は
他
か
ら
高
く
突
出
し
、

仰
望

さ
れ
る
べ
き
時
空
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
実
際
、
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
、
な
か
ん
ず
く
「
仏
伝
」
に
相

当
す
る
巻
第
一
か
ら
巻
第
三
の
叙
述
に
つ
い
て
、
「
肉
身
の
仏
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

描

こ
う
と
す
る
関
心
・
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
肉
身
の
仏
と
は
、

人

と
し
て
生
ま
れ
、
修
行
し
て
仏
と
な
り
、
人
々
と
親
し
く
交
わ
っ

た
の
ち
滅
び
去
っ
て
も
は
や
帰
ら
な
い
、
一
回
的
存
在
と
し
て
の
仏

で

あ
る
。
常
住
の
法
と
一
体
化
し
た
「
法
身
の
仏
」
が
想
定
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
も
、
肉
身
の
仏
に
対
す
る
思
慕
・
憧
憬
、
ま
た
、
か

つ
て

肉
身
の
仏
と
同
じ
時
空
に
生
ま
れ
合
わ
せ
、
仏
と
直
接
に
触
れ

合
っ
た
人
々
に
対
す
る
羨
望
の
念
を
、
人
々
は
懐
き
続
け
た
と
思
わ

れ

る
。
か
り
に
人
々
が
天
竺
の
地
を
踏
め
た
な
ら
、
仏
の
遺
骨
・
遺

灰
・
遺
髪
や
遺
物
・
遺
跡
と
い
っ
た
痕
跡
に
触
れ
、
多
少
と
も
肉
身

の
仏

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
こ
こ
日
本

に
生
ま
れ
た
人
々
に
と
っ
て
、
天
竺
は
遥
か
に
遠
い
。
人
々
は
儀
礼

を
修
し
て
仏
の
霊
魂
を
祀
り
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
に
与
る
こ
と

を
か
ろ
う
じ
て
期
待
し
な
が
ら
、
肉
身
の
仏
へ
の
思
慕
・
憧
憬
を
も

ち
続
け
た
で
あ
ろ
う
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
五
巻
が
全
一
八
七
説
話
か
ら
成
る
一
つ

の

大

き
な
「
物
語
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
物
語
」
が
め
ざ
し

た
の
は
、
肉
身
の
仏
と
い
う
存
在
、
ま
た
そ
の
出
現
と
い
う
出
来
事

の

再
現
・
反
復
で
あ
り
、
再
把
捉
・
理
解
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

編
纂
者
の
現
在
に
お
い
て
、
仏
の
存
在
や
そ
の
出
現
と
い
う
出
来
事

は
遠
く
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
一
回
性
、
回
復
不
能
の
意
識

は
痛
切
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
現
実
の
生
の
次
元
と
物
語
の
言
語
活
動

の

次
元
と
の
間
に
は
越
え
難
い
落
差
が
あ
り
、
物
語
が
い
か
に
巧
み

に
現
実
を
模
倣
し
た
と
し
て
も
、
一
回
性
の
痛
切
な
意
識
が
消
え
る

こ
と
は
な
い
。
だ
が
、
物
語
は
過
ぎ
去
っ
た
も
の
を
再
現
・
反
復
し

つ

つ

、
そ
の
一
回
的
な
性
質
を
も
再
現
・
反
復
し
て
、
物
語
を
た
ど

る
者
に
（
制
作
す
る
側
で
あ
れ
享
受
す
る
側
で
あ
れ
）
一
回
性
の
痛

切
な
意
識
を
改
め
て
喚
起
す
る
。
過
ぎ
去
っ
た
も
の
を
再
度
到
来
さ

せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
何
が
過
ぎ
去
っ
た
の
か
、
そ
れ
が
過
ぎ

去

る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
、
物
語
は
少
な
く
と
も
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

の

再
把
捉
を
可
能
に
し
、
理
解
を
深
め
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
『
今
昔

物
語
集
』
編
纂
者
が
さ
ま
ざ
ま
の
原
拠
を
取
捨
・
接
合
し
て
そ
れ
ぞ

れ

の

説
話

を
叙
述
し
、
諸
説
話
の
総
体
か
ら
成
る
一
つ
の
大
き
な

「
物
語
」
を
制
作
し
た
と
き
、
そ
こ
で
は
肉
身
の
仏
の
存
在
、
ま
た

そ
の
出
現
と
い
う
出
来
事
を
め
ぐ
る
編
纂
者
自
ら
の
思
索
が
展
開
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
、
理
解
が
提
示
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿

は
、
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
を
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

え
る
試
み
の
一
環
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
今
昔
物
語
集
』
を
読
む
に

は
多
様
な
関
心
に
応
じ
た
多
様
な
仕
方
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
関
心
は

倫
理
思
想
史
の
一
つ
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
読
み
、
物
語
自
体
の
思
想

に
近
づ
く
こ
と
で
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
を
そ
の
本
文
に
密
着
し
て
読
み
、

物
語
内
在
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
そ
の
方
法
と
な
る
。
倫
理
思
想
史

は
、
生
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
め
ぐ
る
過
去
の
人
々
の
思
索
を
、
わ
れ
わ



れ

自
身
の
思
索
と
関
わ
る
も
の
と
し
て
読
み
解
き
、
対
自
化
・
論
述

す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
「
仏
」
と
い
う
拠
り
ど
こ
ろ
を
め
ぐ
る

過
去
の

人
々

の
思

索
は
、
教
説
や
実
践
の
形
の
み
な
ら
ず
、
物
語
制

作
の

形

に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
話
集
や
本
地
物
作

品
を
生
ん
だ
。
そ
れ
ら
物
語
が
、
教
説
か
ら
の
借
り
物
で
な
い
、
物

語
自
体
の
思
想
を
も
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
思

想

か
、
仏
は
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
か
。
物
語
の
制
作
者

や

享
受
者
が
か
つ
て
共
有
し
た
で
あ
ろ
う
物
語
的
な
仏
理
解
は
、
今

日
物
語
を
読
む
わ
れ
わ
れ
に
お
い
て
も
共
有
可
能
か
、
わ
れ
わ
れ
が

わ
れ
わ
れ
な
り
の
仏
理
解
を
試
み
る
際
、
そ
れ
は
い
ま
も
有
効
な
手

が
か

り
で
あ
り
得
る
か
　
　
こ
う
し
た
問
い
に
応
え
る
倫
理
思
想
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
も

読
み

解
か
れ

る
べ
き
多
く
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

　
本
稿

に
お
け
る
検
討
対
象
は
、
神
通
力
に
関
わ
る
叙
述
に
限
定
す

る
。
神
通
力
と
い
う
手
が
か
り
は
、
釈
迦
仏
理
解
を
考
え
る
上
で
最

重

要
の
鍵
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
四
大
事
蹟
の
叙
述
や
衆
生
教
化

謳
・
前
生
課
な
ど
を
主
た
る
手
が
か
り
と
す
る
考
察
の
中
で
、
補
助

的
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
材
料
で
あ
る
。
だ
が
、
天
竺
部
諸
巻
を
読
む

と
き
、
神
通
力
関
連
叙
述
の
比
較
的
多
い
こ
と
に
自
ず
か
ら
注
意
を

惹
か

れ

る
。
そ
れ
自
体
主
題
と
な
る
こ
と
は
稀
で
も
、
釈
迦
仏
を
は

じ
め
、
仏
弟
子
・
外
道
・
天
・
天
魔
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
者
に
よ
る
体

得
・
行
使
が
描
か
れ
、
中
で
も
釈
迦
仏
の
も
つ
力
の
優
越
が
想
定
さ

れ
て

い

る
よ
う
で
あ
る
。
た
ん
に
超
越
的
力
の
発
現
と
い
う
こ
と
で

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

あ
れ
ば
、
本
朝
部
の
諸
経
典
・
諸
菩
薩
霊
験
護
に
も
多
く
の
叙
述
が

あ
る
が
、
そ
こ
で
は
人
々
自
ら
力
を
獲
得
・
行
使
す
る
と
い
う
よ
り
、

諸
経

典
・
諸
菩
薩
に
内
在
す
る
力
が
、
人
々
の
信
心
を
機
と
し
て
発

動
し
、
人
々
の
上
に
及
ぶ
よ
う
に
描
か
れ
る
。
叙
述
の
力
点
の
置
き

方
は
異
な
る
と
見
え
る
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
理
解
し
難
い
ば
か
り

に
、
と
も
す
れ
ば
読
み
飛
ば
し
が
ち
に
な
る
神
通
力
関
連
叙
述
は
、

そ
も
そ
も
意
味
あ
る
叙
述
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
こ
に
釈
迦
仏
理
解
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何

ら
か
の
側
面
を
読
み
取
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

　
以

下
、
ま
ず
神
通
力
の
諸
相
を
概
観
し
た
の
ち
、
い
く
つ
か
の
説

話

に
つ
い
て
具
体
的
読
解
を
試
み
る
。
諸
相
の
概
観
に
際
し
て
は
、

主

と
し
て
巻
第
一
か
ら
第
三
、
釈
迦
仏
最
後
生
を
語
る
諸
説
話
か
ら

該
当
箇
所
を
抽
出
す
る
。
「
神
通
」
「
神
力
」
「
天
眼
」
と
い
っ
た
語

が

明
示
的
に
用
い
ら
れ
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
六
神
通
に

相

当
す
る
諸
々
の
超
越
的
能
力
の
行
使
が
描
か
れ
る
場
合
を
対
象
と

す
る
。
た
だ
し
、
肉
身
の
仏
が
現
前
し
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
仏
舎

利
や

仏
の

影
像
・
名
号
・
法
文
な
ど
の
霊
験
に
関
わ
る
叙
述
は
除
外

す
る
。
読
解
に
際
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
設
定
で
き
よ
う
が
、

本
稿
で

は
か
り
に
、
神
通
力
の
本
質
、
神
通
力
行
使
の
動
機
、
と
い

う
二
視
点
を
分
け
る
。
神
通
力
に
つ
い
て
、
仏
典
で
は
一
般
に
、
そ

の

本
質
は
智
慧
で
あ
る
と
言
う
。
例
え
ば
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
論
じ
て
曰
く
、
通
に
六
種
有
り
。
一
に
は
神

境
智
証
通
、
二
に
は
天
眼
智
証
通
、
三
に
は
天
耳
智
証
通
、
四
に
は

他
心

智
証
通
、
五
に
は
宿
住
随
念
智
証
通
、
六
に
は
漏
尽
智
証
通
な

一
〇
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

り
。
／
（
中
略
）
是
の
如
き
の
六
通
は
解
脱
道
の
摂
な
り
。
慧
を
自

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

性
と
為
す
」
（
傍
点
引
用
者
、
次
も
同
様
）
。
ま
た
、
神
通
力
の
有
用

性

に
関
し
て
は
、
一
般
に
、
衆
生
教
化
の
方
便
が
い
わ
れ
る
。
い
い

か

え
れ
ば
、
神
通
力
行
使
の
動
機
は
慈
悲
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
例
え

ば

『大

智
度
論
』
に
次
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。
「
問
う
て
曰
く
、

神
通
に
は
何
の
次
第
あ
り
や
。
／
答
へ
て
曰
く
、
菩
薩
は
五
欲
を
離

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
、
諸
禅
を
得
て
、
慈
悲
あ
る
が
故
に
、
衆
生
の
為
に
神
通
を
取
つ

て
、
諸
の
希
有
奇
特
の
事
を
現
じ
、
衆
生
の
心
を
し
て
清
浄
な
ら
し

む
。
何
と
な
れ
ば
、
若
し
希
有
の
事
無
く
ん
ば
、
多
く
の
衆
生
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

得
度

せ

し
む
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
な
り
」
。
智
慧
を
本
質
と
し
、

慈
悲
を
行
使
動
機
と
す
る
基
本
的
把
捉
が
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部

で

も
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
さ
し
あ
た

り
の
課
題
と
な
る
。
も
し
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ

ば
、
『
今
昔
物
語
集
』
編
纂
者
の
仏
理
解
、
智
慧
・
慈
悲
理
解
に
つ

い
て

問
う
糸
口
を
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
せ
る
だ
ろ
う
。
智
慧
・
慈
悲

を
仏
の
具
体
的
な
行
為
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
仏
の
身
体
感
覚
や
感

情

と
一
体
化
し
た
、
生
き
た
働
き
の
相
に
お
い
て
描
く
に
は
、
通
り

一
遍
の

仏
典

的
知
識
以
上
に
踏
み
込
ん
だ
、
細
や
か
な
智
慧
・
慈
悲

理
解
、
仏
理
解
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
釈
迦
仏
を
顕
著
な
神
通
力

行
使
者

と
し
て
描
く
『
今
昔
物
語
集
』
が
、
仏
を
憧
憬
・
思
慕
す
る

人

々
の
ど
の
よ
う
な
思
念
を
伝
え
て
い
る
の
か
、
多
少
と
も
探
る
こ

と
を
め
ざ
し
た
い
。

神
通
力
の
諸
相

一
〇

八

　

O
　
「
神
通
力
」
と
は

　
「
神
通
力
」
と
は
、
禅
定
を
修
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
得
ら
れ
る

と
さ
れ
る
各
種
の
超
越
的
力
で
あ
り
、
「
神
通
」
「
神
力
」
「
威
神

力
」
「
通
」
「
通
力
」
な
ど
と
も
言
う
。
①
天
眼
通
（
世
間
の
す
べ
て

の

遠

近
・
苦
楽
・
粗
細
な
ど
を
見
通
す
能
力
）
②
天
耳
通
（
世
間
の

す
べ
て
の
声
を
聴
く
能
力
）
③
他
心
通
（
他
人
が
心
中
に
思
う
善
悪

の

こ
と
を
す
べ
て
知
る
能
力
）
④
宿
命
通
（
自
他
の
過
去
生
の
相
を

す
べ
て
知
る
能
力
）
⑤
漏
尽
通
（
煩
悩
を
す
べ
て
断
じ
得
て
二
度
と

迷
界

に
生
ま
れ
な
い
こ
と
を
知
る
能
力
）
⑥
神
足
通
（
①
～
⑤
に
分

類

さ
れ
な
い
超
越
的
能
力
。
例
え
ば
、
飛
行
、
変
身
、
外
界
の
対
象

を
思
い
通
り
に
す
る
な
ど
の
能
力
）
の
六
種
を
「
六
神
通
」
と
い
う
。

仏
や

阿
羅
漢
の
も
つ
①
④
⑤
は
と
く
に
優
れ
て
い
る
の
で
「
三
明
」

と
い
い
、
そ
の
場
合
の
①
は
、
未
来
の
衆
生
の
死
生
の
相
を
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
る
能
力
を
い
う
。

　
口
　
神
通
力
相
当
語
と
そ
の
用
例
数

　
ま
ず
、
神
通
力
に
相
当
す
る
語
を
天
竺
部
五
巻
か
ら
拾
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

例
数
、
行
使
者
別
内
訳
を
示
す
。

全
用

㈲

「
神
通
」
全
3
3
例
　
○
釈
迦
仏
3
…
二
七
、
二
〇
〇
、
二
二
〇

頁

　
○

仏

弟
子
1
8
…
目
連
八
四
、
一
九
八
、
一
九
九
、
二
＝

［
2
例
］
、
二
一
二
、
二
一
四
［
3
例
］
頁
／
阿
難
四
一
、
四
二
、



二
九

五
頁
／
舎
利
弗
四
二
、
二
一
五
頁
／
「
舎
利
弗
・
目
連
」
二

一
四

頁
［
標
題
中
］
／
「
富
楼
那
・
須
菩
提
・
迦
葉
等
」
四
二
頁

／
満
足
尊
者
一
九
五
頁
／
賓
頭
盧
尊
者
二
五
九
頁
　
○
沙
弥
・
優

婆
塞
等
4
…
浄
名
居
士
二
〇
八
頁
／
沙
弥
二
人
（
無
上
菩
薩
）
二

四

七

頁
／
も
と
尿
尿
処
理
の
女
性
（
の
ち
阿
羅
漢
）
二
五
六
頁

［
2
例
］
　
○
外
道
1
…
三
二
頁
○
天
3
…
浄
居
天
一
四
、
一
六

頁
／
法
行
天
子
一
八
頁
　
○
前
代
・
後
代
の
比
丘
4
…
物
留
孫
仏

の

弟
子
一
九
五
頁
／
無
着
菩
薩
三
五
三
頁
／
賢
大
阿
羅
漢
三
七
五

頁
／
末
田
地
大
阿
羅
漢
三
七
七
頁

㈲

「
神
力
」
全
3
例
　
○
釈
迦
仏
3
…
一
四
〇
、
二
七
六
、
二
八

一
頁

◎

「
神
変
」
（
た
だ
し
成
句
「
神
変
を
現
ず
」
を
除
く
）
全
2
例

○

菩
薩
1
…
文
殊
二
一
〇
頁
　
○
仙
1
…
諺
頭
藍
四
〇
三
頁

㈲

「
通

力
」
全
1
例
　
○
仙
1
…
提
婆
那
延
四
六
七
頁

㈲

「威
神
の

力
」
全
1
例
　
○
釈
迦
仏
1
…
五
四
頁

ω

コ
一
一
明
六
通
」
全
3
例
　
○
仏
弟
子
1
…
薄
物
羅
尊
者
一
四
五

頁
○
菩
薩
1
…
弥
勒
菩
薩
三
七
八
頁
○
前
代
の
辟
支
仏
1
…

鹿
母
夫
人
（
摩
耶
夫
人
前
生
）
の
五
〇
〇
人
の
皇
子
四
一
一
頁

○

後
代
の
比
丘
1
…
實
沙
大
羅
漢
三
〇
四
頁

㈹
「
天
眼
」
全
8
例
　
○
釈
迦
仏
1
…
三
〇
頁
　
○
仏
弟
子
4
…

阿
那
律
一
四
二
［
3
例
、
う
ち
1
例
標
題
中
］
、
一
四
三
頁
　
○

天

に
転
生
し
た
人
1
…
一
一
五
頁
　
○
後
代
の
盲
女
1
…
三
四
五

頁

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

　
「
神
徳
」
全
1
例
　
○
俗
人
1
…
樹
提
伽
長
者
一
四
九
頁

成
句
の
主
な
も
の
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。

ω
「
神
変
を
現
ず
」
全
3
例
　
○
比
丘
1
…
二
三
五
頁
　
○
前
代

の

辟
支
仏

2
…
無
名
一
八
三
頁
／
鹿
母
夫
人
の
五
〇
〇
人
の
皇
子

四
一
一
頁

ω
「
十
八
変
を
現
ず
／
成
ず
」
全
7
例
　
○
仏
弟
子
2
…
和
羅
多

七
三

頁
／
迦
葉
一
一
二
頁
　
○
沙
弥
等
2
…
沙
弥
二
人
（
無
上
菩

薩
）
二
四
六
頁
／
も
と
老
碑
の
毘
低
羅
（
の
ち
阿
羅
漢
）
二
五
〇

頁
　
○
山
中
修
行
の
比
丘
1
…
二
四
五
頁
　
○
前
代
の
比
丘
1
…

物
留
孫
仏
の
弟
子
一
九
五
頁
　
○
前
代
の
辟
支
仏
1
…
一
五
八
頁

　
こ
の
ほ
か
、

が
あ
る
。

と
く
に
変
身
能
力
を
意
味
す
る
語
と
し
て
次
の
も
の

㈹
「
変
化
」
全
4
例
　
○
天
3
…
浄
居
天
＝
、
一
二
、
＝
二
頁

○
天
魔
1
…
三
一
二
頁

ω
「
化
作
」
全
2
例
　
○
阿
弥
陀
仏
2
…
三
七
三
、
三
七
五
頁

㈲

「
化
す
」
（
た
だ
し
変
身
の
意
に
限
る
）
全
3
例
　
○
仏
弟
子

1
…
「
千
二
百
五
十
比
丘
」
二
五
〇
頁
　
○
天
2
…
浄
居
天
一
五

頁
／
帝
釈
天
二
六
頁

㈲

「
変
ず
」
（
た
だ
し
変
身
の
意
に
限
る
）
全
3
例
　
○
天
2
…

帝
釈
天
四
一
五
、
四
二
五
頁
　
○
鬼
神
1
…
羅
刹
女
三
九
二
頁

　
以
上

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
者
が
神
通
力
行
使
者
と
し
て
描
か
れ
て

い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
釈
迦
仏
の
ほ
か
、
阿
弥
陀
仏
・
仏
弟

子
．
菩
薩
・
辟
支
仏
・
外
道
・
仙
・
天
・
天
魔
・
鬼
神
な
ど
で
あ
る
。

一
〇

九



　
日
　
六
神
通
の
行
使
例

　
次

に
、
と
く
に
釈
迦
仏
に
焦
点
を
定
め
、
六
神
通
の
行
使
例
を
見

る
。
テ
ク
ス
ト
の
範
囲
は
、
釈
迦
仏
最
後
生
を
描
く
巻
第
一
か
ら
第

三

ま
で
に
絞
り
、
上
掲
の
語
・
成
句
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
相
当
す

る
内
容
が
あ
れ
ば
挙
げ
る
。
釈
迦
仏
以
外
の
者
に
つ
い
て
も
、
こ
の

三
巻

に
見
ら
れ
る
限
り
を
付
記
す
る
。

　
ω
天
眼

通
”
釈
迦
仏
に
お
け
る
天
眼
獲
得
は
成
道
直
前
の
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

あ
っ
た
と
叙
述
さ
れ
る
（
1
－
7
）
。
世
間
の
す
べ
て
の
も
の
を
見

通

す
能
力
は
、
一
人
の
弟
子
が
山
で
投
身
を
図
っ
た
と
き
、
離
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

場
所
に
い
な
が
ら
「
此
を
見
給
て
、
慈
悲
の
心
を
以
て
百
福
荘
厳
の

御
手
を
延
て
沙
門
を
受
取
」
っ
た
こ
と
（
I
1
2
6
、
七
四
頁
）
、
父
浄

飯
王
の

危
篤
を
「
空
に
」
知
り
、
看
取
り
に
行
っ
た
こ
と
（
H
1
1
、

一
〇
二
頁
）
、
波
斯
匿
王
妃
毘
舎
離
の
も
と
に
釈
迦
仏
が
い
た
と
き
、

妃
宛
て
に
送
ら
れ
た
簾
の
中
身
を
察
知
し
そ
の
開
封
を
制
止
し
た
こ

と
（
E
－
3
0
）
、
な
ど
に
示
さ
れ
る
。
未
来
の
衆
生
の
死
生
の
相
を

知
る
能
力
は
、
悪
行
を
重
ね
た
者
の
堕
地
獄
を
語
る
話
（
1
－
3
8
、

4
1
、
皿
1
2
0
）
、
善
行
を
な
し
た
者
に
授
記
を
与
え
る
話
（
例
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

I
1
2
2
、
2
9
、
3
3
、
3
4
、
3
5
、
3
6
）
、
に
窺
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
つ

　
釈
迦
仏

に
具
わ
る
特
別
な
視
力
を
示
す
語
と
し
て
、
ほ
か
に
「
仏

げ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
も
ろ

眼
」
が
あ
る
。
成
道
後
、
説
法
の
対
象
を
求
め
「
仏
眼
を
以
て
諸
の

衆
生

を
上
中
下
根
及
び
菩
薩
の
下
中
上
根
を
観
じ
」
た
、
と
さ
れ
る

（
I
1
7
、
三
〇
頁
）
。

一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
つ
き

　
釈
迦

仏
以
外
で
は
、
仏
弟
子
迦
葉
に
つ
い
て
「
「
我
れ
福
貴
の
家

　
　
　
　
ゆ
　
か
　
　
　
　
　
び
ん
ぐ
う
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
う
け
　
　
　
　
　
　
お
も
ひ

に
は
暫
く
不
行
じ
。
貧
窮
の
所
に
行
て
其
の
施
を
受
む
」
と
思
て
、

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
た
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

先
づ
三
昧
定
に
入
て
、
「
誰
か
貧
き
人
」
と
見
給
て
」
（
H
1
6
、
一

ま
　
　
さ
ん
ま
い
ぢ
や
う
　
　
い
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ

　
ヘ

　
ヘ

　

ヘ
　
へ

一
二

頁
）
、
舎
利
弗
に
つ
い
て
「
舎
利
弗
尊
者
、
常
に
智
恵
の
眼
を

ヘ

　

ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
な
こ

以

て

衆
生
の
中
に
得
度
す
べ
き
者
を
見
て
」
（
∬
1
3
2
、
一
八
一

も頁
）
、
な
ど
の
叙
述
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
天
眼
の
働
き
を
示
唆
し
て

い

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
生
天
を
遂
げ
た
人
が
転
生
前
の
自
ら
の
身
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ
こ
　
　
　
う
ま
れ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

を
見
下
ろ
す
際
の
叙
述
に
「
碑
天
に
生
て
、
天
眼
を
以
て
我
が
旧
き

　
　
ヘ
　
　
　
へ

身
を
見
て
」
、
と
あ
る
（
H
－
7
、
一
一
五
頁
）
。
自
ら
の
直
前
過
去

生

に
関
わ
る
記
憶
を
伴
っ
た
視
力
が
、
天
眼
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
②
天
耳
通
”
釈
迦
仏
の
天
耳
の
働
き
は
、
危
難
に
遭
っ
た
幼
児
が

　
な
も
ぶ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
へ
た
ち
ま
ち
　
　
　
　
　

ヘ

へ

「
南
無

仏
」
と
称
え
た
と
こ
ろ
「
其
の
音
忽
に
祇
園
精
舎
に
聞
ゆ
。

　
　
　
　
　
　
そ
の
　
　
　
　
き
た
り
た
ま
ひ
　
　
　
　
　
こ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
こ

仏

須
輿
の
間
に
其
所
に
来
給
て
、
小
児
を
加
護
し
」
た
こ
と
（
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
も

1
3
7
、
九
五
頁
）
、
五
百
人
の
群
賊
が
苦
境
に
陥
っ
て
「
南
無
釈
迦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
　
　
た
ま
へ

牟
尼
仏
、
我
等
が
苦
を
済
ひ
給
」
と
祈
っ
た
と
こ
ろ
「
其
の
時
に
、

ヘ

　

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
た
ち
ま
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
ち

音
に
応
じ
て
忽
に
高
禅
山
の
扶
に
至
り
給
ふ
。
光
を
放
て
五
百
の
群

こ

ゑ
　
　
　
　
て
ら

賊

を
各
照
し
」
た
こ
と
（
I
1
3
8
、
九
六
頁
）
、
頻
婆
沙
羅
王
が
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が
は

の

阿
閣
世
王
に
殺
さ
れ
か
か
り
「
願
く
は
一
代
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

我
が

苦
患
を
助
け
給
へ
」
と
祈
る
と
「
仏
此
の
事
を
聞
給
て
、
慈
悲

　
た
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
き

を
垂
て
目
連
・
富
楼
那
を
遣
」
し
た
こ
と
（
皿
1
2
7
、
二
六
九
頁
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が
は

な
ど
に
示
さ
れ
る
。
金
剛
醜
女
が
「
釈
迦
牟
尼
仏
、
願
く
は
我
が
形

た

ち
ま
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は
し
　
た
ま
へ

を
忽
に
美
に
成
し
て
、
父
の
法
会
に
令
会
め
給
」
と
祈
る
と
「
時
に

仏
、
庭
の
中
に
現
は
れ
」
た
と
い
う
例
で
も
、
「
聞
く
」
に
類
す
る



語

は
な
い
が
天
耳
の
働
き
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
読
め
る
（
皿
ー
1
4
、

二
三
四
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ
こ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
釈
迦
仏
以
外
で

は
、
仏
弟
子
迦
栴
延
が
「
其
の
脾
の
泣
く
声
を
遥

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
か

に
聞
給
て
、
其
の
所
に
行
き
至
」
っ
た
例
が
あ
る
（
H
1
7
、
＝

　
き
き

四

頁
）
。
な
お
、
こ
う
し
た
祈
願
・
悲
歎
の
声
以
外
で
は
、
釈
迦
仏

や

帝
釈
天
が
、
仏
や
天
を
罵
り
嘲
る
言
葉
を
聞
き
つ
け
る
例
が
あ
る

（
皿
1
2
0
、
2
2
）
。

　
㈹
他
心

通
口
釈
迦
仏
が
そ
の
子
羅
喉
羅
を
出
家
さ
せ
る
際
、
妻
耶

　
　
　
　
　
を
し
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
か
さ
ね

輸
陀
羅
が
「
惜
む
心
を
空
に
知
給
て
、
重
て
目
連
を
遣
は
」
し
説
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
り

し
た
話
（
I
1
1
7
、
五
一
頁
）
、
仏
の
呵
責
に
よ
り
出
家
し
た
難
陀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

が

な
お
愛
欲
を
捨
て
き
れ
ず
に
い
る
と
、
仏
が
「
空
に
其
の
心
を
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
り

ヘ
　
　
　
へ

給

て
」
帰
宅
を
妨
げ
た
話
（
1
－
1
8
、
五
五
頁
）
、
奴
碑
と
そ
の
主

人
の

長
者
が
仏

と
仏
弟
子
を
供
養
し
よ
う
と
支
度
を
調
え
た
と
こ
ろ

　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
も
ろ
も
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き

「
仏
空

に
其
の
心
を
知
り
給
て
、
諸
の
御
弟
子
等
を
引
具
し
て
神
通

　
　
　
　
き
た
り

に
乗
じ
て
来
給
て
」
供
養
を
受
け
た
話
（
H
1
4
0
、
二
〇
〇
頁
）
、

塔

に
礼
拝
・
祈
願
し
悪
竜
に
転
生
し
た
者
が
、
い
ざ
悪
願
を
遂
げ
よ

　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
と
し
た
と
き
、
「
裳
に
釈
迦
如
来
、
神
通
の
力
を
以
て
遥
に
此
の

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
ち
う
て
ん
ぢ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ら
　
　
き
た
り
た
ま
ひ
　
　
　
は
る
か

竜

の

心

を
知
給
て
、
中
天
竺
よ
り
此
の
胴
に
来
給
て
」
教
化
し
た

　
　
　
　
し
り
た
ま
ひ

話

（
皿
1
8
、
二
二
〇
頁
）
な
ど
、
「
空
に
／
遥
に
」
と
い
う
知
り

方

は
天
眼
・
天
耳
の
働
き
も
思
わ
せ
る
が
、
と
く
に
衆
生
の
善
悪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

心

を
対
象
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
外
道
の
者
が
仏
殺
害
の

謀
略

を
め
ぐ
ら
し
仏
を
招
い
た
と
き
、
察
知
し
つ
つ
招
請
を
受
け
、

む
し
ろ
教
化
し
た
話
（
I
1
1
2
）
、
外
道
に
従
う
者
が
仏
弟
子
た
ち

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

の

神
通
力
を
目
の
当
た
り
に
し
、
「
「
仏
の
弟
子
は
神
通
希
有
の
者
に

　
　
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か

こ
そ
有
け
れ
。
（
中
略
）
増
て
師
の
有
様
何
な
ら
む
、
見
ば
や
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
や
く
が
う
さ
う

思
ふ

心
」
を
お
こ
す
や
、
「
其
の
時
に
仏
、
眉
間
の
白
豪
相
の
光
を

は
な

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ら

放

て
、
満
財
が
家
を
照
し
」
種
々
の
瑞
相
を
顕
し
た
話
な
ど
も
（
I

1
1
3
、
四
二
頁
）
、
「
空
に
／
遥
に
」
と
い
う
表
現
は
な
い
が
、
状
況

は
同
様
で
あ
る
。

　

な
お
、
釈
迦
仏
以
外
で
は
、
釈
迦
仏
が
切
利
天
で
の
教
化
を
終
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

閻
浮
提
に
降
り
よ
う
と
思
っ
た
と
き
、
帝
釈
天
が
「
仏
の
下
り
給
は

　
　
す
る
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

む
と
為
を
空
に
知
し
て
」
階
段
を
造
っ
た
と
い
う
叙
述
が
あ
る
（
H

1
2
、
一
〇
六
頁
）
。
表
現
は
前
掲
諸
例
に
似
る
が
、
知
の
対
象
と

な
る
心
は
と
く
に
善
悪
に
関
わ
ら
な
い
。
テ
ク
ス
ト
に
注
す
る
と
お

　め
　り

、
天
眼
の
働
き
の
例
と
解
さ
れ
る
。

　
㈲
宿
命
通
口
こ
の
例
は
釈
迦
仏
に
顕
著
に
多
い
。
現
在
生
に
何
か

し
ら
特
異
な
相
を
示
す
衆
生
が
い
た
と
き
、
弟
子
の
問
い
に
応
え
、

釈
迦
仏
が

そ
の
過
去
生
を
詳
密
に
語
り
、
現
在
生
と
の
因
果
関
係
を

示

す
、
と
い
う
型
の
説
話
群
が
あ
る
。
讐
喩
物
語
（
鋤
く
9
鼠
8
）
と

呼
ば
れ
る
説
話
群
で
あ
り
、
善
因
楽
果
型
（
∬
1
8
1
1
1
、
1
3
－
2
7

［
た
だ
し
1
4
の
語
り
手
は
後
代
の
比
丘
］
）
、
悪
因
苦
果
型
あ
る
い
は

悪

因
・
善
因
の
混
清
型
（
∬
1
1
2
、
2
8
1
4
1
［
た
だ
し
3
1
の
語
り
手

は
仏
弟
子
の
微
妙
比
丘
尼
、
3
7
は
餓
鬼
］
。
圖
天
耳
通
に
挙
げ
た
皿

ー
1
4
も
類
例
）
、
が
あ
る
。
単
に
衆
生
が
い
か
な
る
境
涯
に
生
死
を

送
っ
た
か
を
知
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
過
去
生
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

衆
生

の
行
為
・
心
情
を
具
体
的
に
想
起
す
る
知
で
あ
る
。



　
ほ

か

に
も
、
折
り
に
触
れ
、
弟
子
の
現
在
の
あ
り
よ
う
に
関
し
過

去
の

原

因
を
語
る
例
が
あ
る
（
I
1
8
：
初
転
法
輪
の
五
比
丘
、
1

－
2
7
：
出
家
志
願
の
老
爺
、
皿
1
4
：
舎
利
弗
）
。
ま
た
、
釈
迦
仏

が
自
身
の
過
去
生
に
つ
い
て
主
題
的
に
語
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
い

ず
れ
か
の
他
者
と
の
特
別
な
関
係
を
め
ぐ
り
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ

て

原

因
を
語
る
例
が
あ
る
（
I
1
1
7
：
耶
輸
陀
羅
、
∬
1
3
：
難
病

の

弟
子
、
五
1
4
：
浄
飯
王
、
H
－
5
：
一
施
主
、
I
1
2
8
：
流
離

王
、
皿
1
1
3
：
耶
輸
陀
羅
、
皿
1
1
9
：
老
碑
毘
低
羅
）
。
す
で
に
托

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
れ

胎
説
話

に
お
い
て
も
「
「
閻
浮
提
の
中
に
生
れ
む
に
、
誰
を
か
父
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぼ

し
誰
を
か
母
と
せ
む
」
と
思
し
て
見
給
ふ
に
、
「
迦
毘
羅
衛
国
の
浄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
だ
め

飯
王

を
父
と
し
、
摩
耶
夫
人
を
母
と
せ
む
に
足
れ
り
」
と
思
ひ
定
」

た
、
と
い
う
叙
述
が
あ
る
（
I
i
1
、
四
－
五
頁
）
。
出
生
前
の
釈

迦
菩
薩
が
宿
命
通
を
行
使
し
、
過
去
生
の
因
縁
を
見
極
め
て
父
母
を

選
ん

だ
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
入
滅
前
の
釈
迦
仏
が
過
去

生

に
自
ら
作
っ
た
悪
因
を
語
り
、
目
下
の
身
体
的
苦
を
説
明
す
る
例

も
あ
る
（
皿
1
2
8
）
。

　
釈
迦
仏
以

外
で

は
、
自
身
の
過
去
生
を
記
憶
す
る
若
干
の
者
が
あ

る
（
∬
ー
7
：
天
に
転
生
し
た
人
［
ω
天
眼
通
の
項
参
照
］
、
2
5
：

天
か

ら
転
生
し
た
人
、
2
7
：
神
、
皿
ー
1
7
：
山
中
修
行
の
比
丘
（
阿

羅
漢
）
）
。
た
だ
し
、
H
－
7
、
2
5
の
天
・
人
が
知
る
の
は
直
前
の
一

過
去
生
の

み

で

あ
り
、
後
者
で
は
帝
釈
天
の
助
力
も
示
唆
さ
れ
て
い

る
た
め
、
む
し
ろ
天
眼
通
の
例
と
解
す
る
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
I
1
2
7
で
は
あ
る
神
が
自
ら
の
過
去
生
に
つ
い
て
語
る
が
、
説

二

　
　
　
　
　
　
か
く
の
こ
と

話

末
尾
は
「
仏
如
此
く
な
む
説
給
け
る
と
な
む
語
り
伝
へ
た
る
と

や
」
と
結
ば
れ
て
お
り
（
一
六
二
頁
）
、
釈
迦
仏
が
神
に
そ
の
過
去

生

を
教
え
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
皿
1
1
7
の
比
丘
は
辟
支
仏

（独
覚
）
で
あ
り
（
二
四
三
頁
注
二
八
）
、
仏
を
別
に
す
れ
ば
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

多
く
の
過
去
生
を
さ
か
の
ぼ
り
得
る
存
在
で
あ
る
。

　
釈
迦
仏
以

外

に
、
他
者
の
過
去
生
を
見
る
者
も
若
干
あ
る
（
I
1

6
：
地
神
、
I
1
2
7
：
舎
利
弗
・
目
連
・
富
楼
那
・
須
菩
提
等
［
た

だ

し
力
量
不
足
］
、
皿
1
1
5
：
帝
釈
天
）
。
だ
が
、
地
神
と
帝
釈
天
が

他
者
の

過
去
生

を
見
る
の
は
、
神
や
天
の
寿
命
の
長
さ
を
考
え
れ
ば
、

実
見
に
よ
る
記
憶
の
保
持
・
想
起
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
場

合

は
宿
命
通
と
は
言
え
な
く
な
る
。
仏
弟
子
た
ち
に
し
て
も
、
I
1

27
説
話
が

強
調
す
る
の
は
、
師
と
比
較
し
た
彼
ら
の
力
の
圧
倒
的
劣

弱
ぶ
り
で
あ
る
。
膨
大
な
数
の
過
去
生
を
さ
か
の
ぼ
り
見
る
能
力
、

自
己
の
み
な
ら
ず
他
者
の
過
去
生
を
も
こ
と
ご
と
く
詳
細
に
見
る
能

力
は
、
釈
迦
仏
に
特
異
的
な
能
力
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
㈲
漏
尽
通
日
成
道
を
め
ぐ
る
叙
述
に
、
又
前
略
）
大
き
に
光
明
を

は
な

ち
　
ぢ
や
う
　
　
い
り
　
　
し
ん
た
い
　
　
　
し
ゆ
い

放
て

定
に
入
て
真
諦
を
思
惟
し
給
ふ
。
（
中
略
）
無
明
を
破
し
智
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の

光
を
得
給
て
、
永
く
煩
悩
を
断
じ
て
一
切
種
智
を
成
じ
給
ふ
」

（
I
1
7
、
二
九
ー
三
〇
頁
）
と
あ
る
。
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
出
生
説

話

に
お
い
て
も
、
四
方
四
維
上
下
に
各
七
歩
歩
ん
だ
の
ち
「
「
我
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

胎
分
尽
　
是
最
末
後
身
　
我
已
得
漏
尽
　
当
後
度
衆
生
」
」
と
偶
頗

を
詠
ん
だ
、
と
の
叙
述
が
あ
る
（
1
－
2
、
七
頁
）
。
の
ち
の
漏
尽

通
獲
得
が
先
取
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。



　
漏
尽
通
が
他
の

五
神
通
と
異
な
る
の
は
、
衆
生
教
化
の
手
段
と
し

て

は
使
用
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
叙
述
例
の
少
な
さ
は
、
衆
生
教

化
を
注
視
す
る
説
話
の
基
本
的
関
心
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
㈲
神
足
通
”
こ
の
例
は
多
い
。
釈
迦
仏
に
お
け
る
具
体
例
に
は
次

の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
㈲
他
者
へ
の
不
可
思
議
な
感
化
力
…
○
接
触
に
よ
る
抜
苦
・
得
果

：
∬
ー
1
、
3
8
　
0
（
釈
迦
仏
に
よ
る
、
も
し
く
は
釈
迦
仏
へ
の
）

眼
差

し
に
よ
る
悪
心
消
除
・
滅
罪
・
得
果
：
皿
ー
8
、
1
9
、
2
7
　
0

身
体
か
ら
発
し
た
光
に
よ
る
抜
苦
・
滅
罪
：
皿
1
2
7
、
2
8

　
㈲
諸
々

の

身
体
的
超
能
力
…
○
飛
行
：
且
1
1
、
4
0
　
0
（
人
を

伴
い
）
天
・
地
獄
に
行
く
：
I
1
1
8
、
1
－
2
　
0
声
を
三
千
大
千

世
界
の

外

に
届
か
せ
る
：
皿
ー
3
　
0
遠
隔
か
ら
手
を
延
べ
る
：
1

－
2
6

　
㈲
物
体
や
人
体
の
自
在
な
操
作
・
顕
現
…
○
遠
隔
か
ら
物
体
を
操

作

す
る
：
I
1
1
3
、
1
8
、
皿
1
1
9
　
0
自
己
の
分
身
を
生
ず
る
：
皿

1
1
9
　
0
指
先
や
毛
孔
か
ら
獅
子
や
化
仏
を
生
ず
る
：
I
1
1
0
、
皿

ー
2
9
　
0
死
ん
だ
胎
児
を
化
生
に
よ
り
出
生
さ
せ
る
：
1
－
1
5

　
㈲
死
後
の

行
動
…
○
棺
か
ら
身
体
を
顕
し
た
り
再
び
棺
に
収
ま
っ

た
り
す
る
、
発
語
す
る
、
自
ら
身
体
を
焼
き
舎
利
と
な
る
：
皿
1
3
2
、

0
0
、

　
4

3
　
　
　
0
Q

　

こ
の
う
ち
㈲
に
つ
い
て
は
神
通
力
に
含
め
る
こ
と
の
可
否
が
問
題

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
棺
か
ら
身
体
を
顕
す
際
の
叙
述
に
「
其

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
こ
と
さ
ら
　
ひ
つ
き
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か
ら
　
　
ひ
ら
か
し
め

の

時
に
仏
、
神
力
を
以
て
故
に
棺
の
蓋
を
自
然
に
令
開
て
、
棺
の

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

　
　
　
　
　
い
で

中
よ
り
起
き
出
給
て
」
（
皿
ー
3
3
、
二
八
一
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら

こ
こ
に
挙
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
釈
迦
仏
以

外
の

例

も
多
い
が
、
内
容
は
上
記
㈲
㈲
に
限
ら
れ
る
。

以

下
、
巻
数
、
巻
毎
の
通
し
番
号
は
略
し
、
主
な
行
使
者
の
み
挙
げ

る
。　

㈲
諸
々
の
身
体
的
超
能
力
…
○
身
体
発
光
：
仏
弟
子
（
舎
利
弗
）
、

沙
弥
尼
あ
る
い
は
比
丘
尼
（
も
と
尿
尿
清
掃
の
女
性
［
の
ち
阿
羅

漢
］
）
　
○
空
中
浮
揚
・
飛
行
：
仏
弟
子
（
阿
難
・
舎
利
弗
・
富
楼

那
・
須
菩
提
・
迦
葉
・
目
連
・
和
羅
多
・
「
五
百
羅
漢
」
）
、
沙
弥
尼

あ
る
い
は
比
丘
尼
（
も
と
老
碑
の
毘
低
羅
［
の
ち
阿
羅
漢
］
、
も
と

尿
尿
清
掃
の
女
性
［
の
ち
阿
羅
漢
］
）
、
辟
支
仏
、
俗
人
（
樹
提
伽
長

者

［
た
だ
し
宝
車
に
乗
る
］
）
、
天
（
浄
居
天
）
、
天
女
、
童
子
（
鳩

摩

羅
）
、
鬼
神
　
○
虚
空
に
身
を
隠
す
：
魔
神
（
員
多
［
正
し
く
は

負
多
］
）
　
○
人
を
伴
い
天
・
餓
鬼
道
に
行
く
：
仏
弟
子
（
目
連
・
満

足
尊
者
）
　
〇
三
千
大
千
世
界
の
外
に
行
く
：
仏
弟
子
（
目
連
）
　
○

自
ら
瞬
時
に
移
動
し
た
り
他
者
を
自
在
に
運
ん
だ
り
す
る
：
仏
弟
子

（舎
利
弗
・
目
連
）
、
天
女
、
神
（
天
神
・
樹
神
）
　
○
自
ら
変
身
し

た
り
、
他
者
を
変
身
さ
せ
た
り
す
る
：
仏
弟
子
（
羅
喉
羅
・
賓
頭
盧

尊
者
・
「
千
二
百
五
十
比
丘
」
）
、
天
（
浄
居
天
・
帝
釈
天
）

　
㈲
物
体
や
人
体
の
自
在
な
操
作
・
顕
現
…
○
物
体
・
現
象
を
自
在

に
現
出
す
る
、
遠
隔
か
ら
物
体
を
操
作
す
る
：
仏
弟
子
（
舎
利
弗
・

賓
頭
盧
尊
者
）
、
外
道
、
天
（
金
剛
蜜
　
）
、
魔
神
（
第
六
天
魔
王
）
、

竜

　
○
釈
迦

菩
薩
を
出
家
に
導
く
べ
く
、
周
辺
の
人
々
の
言
動
を
操

一
＝
二



一
四

作
す
る
：
天
（
浄
居
天
・
法
行
天
子
）

　
b
b
に
含
め
た
変
身
能
力
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
変
化
」
「
化
す
」

「
変

ず
」
の
用
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
主
な
行
使
者
は
天
で
あ

る
。
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
行
使
例
は
あ
る
が
（
W
1
3
6
、
3
7
）
釈
迦
仏

に
お
い
て
は
自
己
の
分
身
を
生
ず
る
例
は
あ
っ
て
も
、
変
身
の
例
は

と
く
に
目
立
っ
て
は
描
か
れ
な
い
。

　
以

上

よ
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
が
、
多

様

な
神
通
力
の
行
使
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
諸

説
話

に
お
け
る
釈
迦
仏
の
言
動
は
、
『
沙
門
果
経
』
な
ど
仏
典
に
見

ら
れ
る
神
通
力
関
連
記
述
の
、
豊
富
な
具
体
事
例
と
な
っ
て
い
る
。

神
通
力
の
体
得
・
行
使
自
体
は
必
ず
し
も
珍
し
く
な
く
、
神
足
通
の

一
部

な
ど
、
仏
弟
子
・
外
道
・
天
と
い
っ
た
存
在
も
よ
く
行
使
し
て

い

る
。
だ
が
、
肉
眼
に
不
可
視
の
も
の
や
衆
生
の
死
生
の
相
を
見
る

天
眼

通
、
遠
隔
の
地
で
発
せ
ら
れ
る
衆
生
の
声
を
聴
く
天
耳
通
、
衆

生
の

善
悪
の
心
を
知
る
他
心
通
、
衆
生
の
過
去
生
を
知
る
宿
命
通
、

さ
ら
に
は
、
煩
悩
を
断
じ
得
て
も
は
や
転
生
し
な
い
こ
と
を
知
る
漏

尽

通
、
と
、
六
神
通
の
す
べ
て
を
自
在
に
行
使
す
る
の
は
釈
迦
仏
の

み

で

あ
る
。
六
神
通
の
中
で
は
、
と
く
に
宿
命
通
行
使
に
関
し
て
、

ま
と
ま
っ
た
量
の
説
話
が
あ
る
。
ま
た
、
入
滅
関
連
諸
説
話
に
お
い

て
、
い
く
つ
か
特
異
な
神
通
力
行
使
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
二
　
神
通
力
の
本
質
　
　
智
慧
の
現
れ
と
し
て
の

　
　
　
　
　
神
通
力

　
さ
ま
ざ
ま
な
神
通
力
の
中
で
も
、
釈
迦
仏
が
顕
著
に
行
使
す
る
一

方
、
他
の
者
は
よ
く
行
使
し
得
な
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
の
が
宿

命
通
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
と
く
に
宿
命
通
行
使
の
説
話
に
即
し
、
釈

迦
仏

に
具
わ
る
神
通
力
の
本
質
を
考
え
る
。

　
讐
喩
物
語
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
説
話
は
、
際
立
っ
た
幸
福
あ
る
い

は
不
幸
の
境
涯
を
生
き
る
人
々
に
関
し
、
釈
迦
仏
が
語
る
物
語
か
ら

成
る
。
特
異
な
境
涯
の
人
々
に
向
き
合
う
と
き
、
仏
が
宿
命
通
に
よ

り
観
取
す
る
の
は
、
現
在
の
彼
ら
の
境
涯
が
結
果
と
し
て
生
じ
た
も

の

で

あ
る
こ
と
、
原
因
は
各
人
の
過
去
い
ず
れ
か
の
生
に
お
け
る
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

ら
か
の
行
為
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
例
え
ば
、
と
も
に
身
体
金
色

に
生
ま
れ
、
無
尽
蔵
の
富
に
恵
ま
れ
て
暮
ら
し
、
の
ち
仏
の
も
と
で

出
家
、
阿
羅
漢
と
な
っ
た
夫
妻
が
あ
る
（
n
1
8
）
。
彼
ら
の
幸
福

の

原
因
は
、
九
十
一
劫
の
昔
、
二
人
し
て
行
っ
た
一
度
の
布
施
で
あ

る
、
と
い
う
。
わ
ず
か
な
米
す
ら
も
た
な
い
極
貧
の
夫
婦
で
あ
っ
た

彼

ら
が
、
か
ろ
う
じ
て
施
物
を
見
出
し
、
念
願
の
布
施
を
遂
げ
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で

の

経
過

を
、
仏
は
克
明
に
想
起
し
物
語
る
。
物
語
は
次
の
よ
う
に

結
ば
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
や
う
　
　
　
　
　
　

こ
ん

　
　
「
（
前
略
）
彼
の
時
の
施
を
行
ぜ
し
夫
妻
の
貧
人
は
、
今
の
金

　
　
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

　
　
天

夫
妻
此
れ
也
。
其
の
施
の
功
徳
に
依
て
、
其
れ
よ
り
後
九
十

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
ぢ
う

　
　
一
劫
、
悪
道
に
不
堕
ず
し
て
天
上
・
人
中
に
生
れ
て
、
常
に
夫

　
　
　
　
な
り
　
　
　
　
し
ん
だ
い
こ
ん
じ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ひ

　
　
妻

と
成
て
、
身
体
金
色
に
し
て
福
楽
を
受
く
。
今
我
れ
に
値
て
、



　
　
　
　
　
　
だ
う
　
　
え
た

　
　
出
家
し
て
道
を
得
る
也
」
（
一
一
八
頁
）
。

一
度
の
布
施
行
が
、
夫
婦
の
存
在
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
こ
の

善
行
の
果
報
と
し
て
、
二
人
は
以
後
九
十
一
劫
の
問
、
天
上
道
・
人

間
道
に
転
生
し
て
安
楽
を
享
受
し
、
常
に
夫
婦
と
な
っ
て
善
縁
を
結

び

直
し
、
遂
に
は
仏
に
出
合
い
、
得
果
と
い
う
終
極
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

　
向
き
合
う
衆
生
の
膨
大
な
過
去
生
の
中
か
ら
、
存
在
の
転
機
と

な
っ
た
一
行
為
を
見
出
し
、
そ
の
具
体
相
を
詳
密
に
再
現
す
る
力
、

ま
た
そ
の
行
為
が
現
在
ま
で
生
じ
続
け
て
き
た
果
報
を
余
さ
ず
見
て

取

る
力
が
、
釈
迦
仏
の
宿
命
通
で
あ
る
。
こ
う
し
た
過
去
想
起
の
力

は
、
善
因
楽
果
型
の
他
の
説
話
、
悪
因
苦
果
型
や
悪
因
・
善
因
混
清

型

の

諸
説
話
に
お
い
て
も
同
じ
く
認
め
ら
れ
る
。
衆
生
の
存
在
は

各
々
個
別
的
・
具
体
的
な
様
相
を
も
つ
が
、
そ
の
つ
ど
す
べ
て
を
如

実
に
知
る
の
が
仏
の
宿
命
通
で
あ
る
。
そ
の
根
幹
に
あ
る
も
の
、
あ

る
い
は
本
質
と
は
仏
の
智
慧
で
あ
ろ
う
。
一
切
の
事
物
事
象
を
あ
る

が

ま
ま
に
知
る
仏
の
智
慧
が
衆
生
の
存
在
に
即
し
て
働
く
と
き
、
そ

の

不
可
思
議

な
智
慧
の
働
き
が
、
神
通
力
の
一
種
と
し
て
捉
え
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
釈
迦
仏

が
把
捉
す
る
原
因
と
結
果
、
過
去
生
と
現
在
生
と
の
問
は

極
め

て

遠

い
。
と
く
に
善
因
楽
果
を
説
く
際
、
善
因
の
作
ら
れ
た
時

期

を
特
定
す
る
場
合
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
そ
こ
で
示
さ
れ
る
の

は
過
去
七
仏
の
在
世
時
も
し
く
は
滅
後
時
で
あ
る
。
九
十
一
劫
を
さ

か

の

ぼ

る
第
一
仏
・
毘
婆
　
仏
の
時
が
＝
例
、
第
四
仏
・
物
留
孫

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

仏
の
時
が
一
例
、
第
六
仏
・
迦
葉
仏
の
時
が
八
例
あ
る
。
毘
婆
　
仏

の

時
の
例
が
多
い
理
由
は
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
、
過
去
生
の
釈
迦

仏

が

こ
の
仏
の
も
と
で
発
心
し
、
菩
薩
と
な
っ
た
と
い
う
伝
承
が
関

わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
者
の
過
去
生
の
想
起
と
、
自
己
の
過
去
生

の

想
起

と
の
問
に
連
動
性
が
想
起
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

『今
昔
物
語
集
』
の
叙
述
に
即
す
る
限
り
で
は
定
か
に
は
わ
か
ら
な

い
。
な
お
、
釈
迦
仏
が
自
身
の
過
去
生
を
想
起
す
る
際
は
さ
ら
に
さ

か

の

ぼ

り
、
燃
灯
仏
・
宝
蓋
灯
王
仏
の
時
に
到
る
例
が
あ
る
（
I
1

1
7
、
皿
ー
1
9
）
。

　
広
大
な
時
間
を
貫
い
て
衆
生
の
存
在
を
捉
え
る
仏
の
眼
力
・
知
力

の

強
靱
さ
は
、
過
去
の
想
起
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
未
来
の
先
取

に
お
い
て
も
同
様
に
発
揮
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
現
在
生
に
善
因
を

作
っ
た
者
に
つ
い
て
、
遥
か
遠
い
未
来
生
に
至
る
ま
で
生
じ
続
け
る

そ
の
結
果
が
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

　
　
こ
の
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

　
　
「
此
人
、
一
日
の
出
家
の
功
徳
に
依
て
、
即
ち
四
天
王
天
に
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
　
　
　
も
ろ
も
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
し
び

　
　
れ

て

毘
沙
門
の
子
と
成
て
、
諸
の
天
女
と
五
欲
の
楽
を
受
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち

　
　
其
の
天
の
命
五
百
歳
満
て
後
、
初
利
天
に
生
れ
て
、
天
帝
釈
の

　
　
子

と
成
て
其
の
命
千
歳
、
其
よ
り
夜
摩
天
に
生
れ
て
、
其
王
の

　
　
子

と
成
て
其
の
命
二
千
歳
、
其
よ
り
観
史
多
天
に
生
れ
て
、
其

　
　
の

王

の

子

と
成
て
其
命
四
千
歳
、
其
よ
り
化
楽
天
に
生
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の

　
　
其
の
王
の
子
と
成
て
其
の
命
ち
八
千
歳
、
其
よ
り
他
化
自
在
天

　
　
う
ま
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
の
ご
と

　
　

に
生
て
、
其
の
王
の
子
と
成
て
其
命
一
万
六
千
歳
、
如
此
く
六

　
　
　
　
　
　
　
た
の
し
び
　
う
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
う
え
う

　
　
欲
天

に
生
れ
て
楽
を
受
る
事
七
返
な
ら
む
。
皆
中
夫
無
し
。
一

一
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
ち

　
　

日
の
出
家
の
功
徳
、
二
万
劫
の
間
悪
道
に
不
堕
ず
し
て
、
常
に

　
　
　
う
ま
れ
　
　
　
　
　
　
う
く
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
　
　
に
ん
ぢ
う
　
　
　
　
　
　
　
た
か
ら
ゆ
た
か

　
　
天

に
生
て
福
を
可
受
し
。
最
後
の
身
に
人
中
に
生
れ
て
財
豊

　
　
　
　
　
　
お
い
　
の
ぞ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
う
　

を
さ
め

　
　
な
ら
む
。
老
に
臨
て
世
を
厭
ひ
て
出
家
し
て
、
道
を
修
て
辟
支

　
　
　
　
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
た
い
り
　
　
　
い
ふ
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
で
ん
　
　
　
ど

　
　
仏

と
成
て
其
の
名
を
毘
帝
利
と
可
云
し
。
広
く
人
天
を
度
す
べ

　
　
し
」
（
I
1
2
2
、
六
三
ー
六
四
頁
）
。

　
過
去
九

十
一
劫
と
い
い
、
未
来
二
万
劫
と
い
い
、
仏
が
見
る
衆
生

の
存
在

は
広
大
な
時
間
的
拡
が
り
を
も
つ
。
だ
が
、
そ
の
広
大
な
拡

が
り
の
中
に
も
原
因
と
結
果
の
照
応
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
こ

の
拡
が
り
に
終
極
を
も
た
ら
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
仏
の

物
語
は
教
え
て
い
る
。
物
語
は
お
の
ず
か
ら
、
聴
く
人
々
に
対
す
る

教
化
の

働

き
を
も
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
際
立
っ
た
境
涯
に
目

下

あ
る
者
も
な
い
者
も
、
何
か
し
ら
の
因
果
連
関
を
身
を
以
て
生
き

つ

つ
、

数
多
の
転
生
を
重
ね
て
い
く
と
い
う
構
造
は
変
わ
ら
な
い
。

わ
ず
か
な
一
善
行
に
よ
っ
て
も
終
極
に
至
る
発
端
を
作
り
得
る
こ
と

を
教
え
ら
れ
、
人
々
は
、
自
ら
の
存
在
を
善
く
方
向
づ
け
よ
う
と
望

ん

だ

の

で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
釈
迦
仏
の

宿
命
通
は
、
自
己
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
対
象

と
し
得
る
点
、
瞬
時
に
完
壁
に
存
在
の
全
様
相
を
把
捉
し
得
る
点
に

お

い
て

無
比
で
あ
る
。
そ
の
力
の
卓
越
を
、
諸
弟
子
の
力
と
の
対
照

に
よ
っ
て
示
す
説
話
が
あ
る
。
一
老
翁
の
出
家
課
で
あ
る
（
I
1
2
7
）
。

あ
る
老
翁
が
極
貧
の
境
涯
を
歎
き
、
出
家
の
志
を
も
っ
て
仏
の
教
団

を
訪
れ
た
。
ま
ず
舎
利
弗
に
出
家
の
許
し
を
請
う
と
、
舎
利
弗
は
三

日
の
禅
定
を
修
し
、
出
家
の
た
め
の
善
因
が
あ
る
か
否
か
確
か
め
た

一
六

末
、
拒
ん
だ
。
「
「
汝
が
過
去
の
八
万
劫
を
見
る
に
、
更
に
出
家
の
業

　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
ご
ん
　
　
　
し
ゆ
せ

な
し
。
　
一
塵
の
善
根
を
不
修
ず
。
何
を
以
て
か
汝
に
出
家
を
許
さ

　
　
　
ひ
ん
じ
ゆ
つ

む
」
と
濱
出
し
つ
」
（
七
七
頁
）
。
老
翁
は
断
念
せ
ず
、
目
連
・
富

楼
那
・
須
菩
提
な
ど
五
百
弟
子
を
次
々
訪
ね
た
が
全
て
に
拒
ま
れ
た
。

精
舎
の
門
前
で
泣
く
と
こ
ろ
を
釈
迦
仏
に
見
出
さ
れ
、
仏
は
即
座
に

許
可

し
、
彼
に
出
家
を
遂
げ
さ
せ
た
。
不
審
が
る
弟
子
た
ち
に
釈
迦

仏
が
示

し
た
の
は
、
舎
利
弗
が
見
た
八
万
劫
の
過
去
よ
り
さ
ら
に
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
も
な
く
遠
い
過
去
の
一
行
為
で
あ
っ
た
。

　
智
慧
第
一
の
舎
利
弗
を
は
じ
め
、
弟
子
の
誰
一
人
と
し
て
老
翁
の

善
因
を
見
出
せ
な
か
っ
た
、
と
は
、
弟
子
た
ち
の
能
力
の
貧
困
を
示

す
叙
述
で
な
く
、
ま
ず
は
、
老
翁
の
素
質
の
貧
困
を
示
す
叙
述
で
あ

ろ
う
。
天
竺
部
諸
巻
に
お
い
て
、
救
い
と
は
基
本
的
に
阿
羅
漢
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

り
解
脱
を
遂
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
老
翁
に
は
そ
の
可
能
性
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。
だ
が
、
極
め
て
救
わ
れ
難
い
衆
生
の
う
ち
に
も
救
わ
れ
る

べ
き
い
く
ら
か
の
可
能
性
が
潜
在
し
、
仏
だ
け
が
そ
れ
を
見
る
。
最

も
智
慧
を
称
え
ら
れ
た
舎
利
弗
と
比
べ
て
も
、
仏
の
も
つ
智
慧
、
宿

命
通
が
桁
違

い

で

あ
る
こ
と
を
、
こ
の
説
話
は
強
調
的
に
示
し
て
い

る
。　

こ
の
説
話
に
は
、
し
か
し
、
看
過
で
き
な
い
も
う
一
つ
の
点
が
あ

る
。
衆
生
に
対
し
仏
が
宿
命
通
を
行
使
す
る
動
機
は
慈
悲
で
あ
る
、

と
示
唆
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
五
百
弟
子
に
こ
と
ご
と
く
出
家
を

拒

ま
れ
、
悲
歎
喘
泣
す
る
老
翁
を
見
出
し
た
仏
の
言
動
は
、
次
の
よ

う
に
叙
述
さ
れ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
べ

　
　
其
の

時
に
、
仏
立
寄
り
給
て
、
金
色
の
御
手
を
以
て
翁
の
首
を

　
　
な
で
　
　
の
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
わ
ん
　
　
お
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
の
ご
と
き
ら

　
　
撫
て

宣
は
く
、
「
我
れ
願
を
発
し
て
仏
と
成
し
事
は
、
如
此
等

　
　
　
　
　
　
ち
ぐ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
の

衆
生

に
値
遇
し
て
利
益
せ
む
と
也
。
然
れ
ば
「
汝
が
本
懐
を

　
　
と
げ
む
　
　
　
　
お

　
　
遂
」
と
思
も
ふ
」
（
後
略
）
（
七
八
頁
）
。

阿
羅
漢
の
境
位
に
安
住
せ
ず
、
あ
え
て
仏
に
な
る
べ
く
誓
願
を
立
て

た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
老
翁
の
よ
う
な
衆
生
を
救
う
た
め
で
あ
っ
た
、

と
仏
は
言
う
。
仏
に
具
わ
る
諸
々
の
神
通
力
は
、
そ
の
行
使
に
よ
ら

な
け
れ
ば
救
い
に
導
き
難
い
衆
生
の
た
め
に
行
使
し
て
こ
そ
、
獲
得

し
た
意
味
が
達
せ
ら
れ
る
。
宿
命
通
は
、
そ
れ
自
体
は
仏
の
智
慧
の

現
れ

と
言
え
る
が
、
そ
の
獲
得
に
至
る
は
て
し
な
い
菩
薩
行
、
ま
た
、

衆
生

に
対
す
る
そ
の
行
使
の
動
機
に
お
い
て
、
い
ま
一
つ
の
仏
の
徳
、

慈
悲
を
も
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
三
　
神
通
力
行
使
の
動
機
　
　
慈
悲
の
現
れ
と
し

　
　
　
　
　
て
の
神
通
力

　
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
宿
命
通
の
描
き
方
が
示
す
の

は
、
こ
の
力
が
仏
の
み
に
具
わ
る
優
れ
た
智
慧
の
現
れ
で
あ
り
、
こ

の

力
に
よ
り
衆
生
の
存
在
諸
相
が
把
捉
さ
れ
る
と
き
、
救
わ
れ
難
い

衆
生

に
も
救
い
の
道
が
開
か
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
衆
生
を

救
い
の
道
に
導
き
入
れ
る
と
い
う
効
果
あ
る
い
は
目
的
は
、
神
通
力

行
使
が
仏

の
慈
悲

と
不
可
分
の
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

以

下
、
e
遠
隔
の
衆
生
の
抜
苦
　
口
無
縁
の
衆
生
の
教
化
、
と
い
う

二
つ
の

状
況

を
手
が
か
り
に
、
神
通
力
行
使
の
動
機
と
し
て
の
慈
悲

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

に
つ
い
て
見
る
。

O
　
遠
隔
の
衆
生
の
抜
苦

　
釈
迦
仏

が

そ
の
超
越
的
な
耳
、
天
耳
を
用
い
る
場
合
、
対
象
と
し

て

多
く
描
か
れ
る
の
は
、
苦
を
受
け
て
救
い
を
願
い
、
祈
る
衆
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が
は

声
で

あ
る
。
「
南
無
仏
」
「
南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」
「
釈
迦
牟
尼
仏
、
願

　
　
　
た
ま
へ

く
は
…
給
」
と
い
っ
た
声
が
発
せ
ら
れ
る
と
き
、
仏
は
遠
隔
の
地
か

ら
も
こ
れ
を
聴
き
、
衆
生
を
救
う
（
本
稿
一
日
②
天
耳
通
の
項
、
参

照
）
。

　
他
方
、
天
眼
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
が
描
か
れ
る
が
（
本

稿
一
日
ω
天
眼
通
の
項
、
参
照
）
、
天
耳
の
場
合
に
類
す
る
例
と
し

て

ー
ー
2
6
説
話
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
百
二
十
歳
に
し
て
発
心

し
、
釈
迦
仏
の
も
と
で
出
家
し
た
沙
門
が
あ
っ
た
。
い
ざ
教
団
生
活

を
始
め
る
と
身
の
不
能
を
痛
感
し
、
悩
ん
だ
末
高
い
峰
に
登
り
身
を

投
げ
た
。
投
身
間
際
、
救
い
を
求
め
て
祈
り
は
し
な
い
が
「
「
我
れ

　
　
や
ぶ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
へ
　
　
　
お
も
ふ

戒
を
破
に
も
非
ず
、
又
仏
に
不
仕
じ
と
思
に
も
非
ず
。
只
我
が
身
老

　
　
　
　
　
た
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
げ

て
、
起
居
に
不
堪
ざ
る
故
に
身
を
投
つ
る
也
」
」
と
言
い
残
し
た
言

葉
に
は
、
い
ま
だ
仏
へ
の
帰
依
も
失
わ
ず
教
団
離
脱
も
望
ま
ず
、
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と

た
す
ら
身
の
不
能
を
苦
に
す
る
さ
ま
が
窺
え
る
。
「
其
の
時
に
仏
け
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
べ

此

を
見
給
て
、
慈
悲
の
心
を
以
て
百
福
荘
厳
の
御
手
を
延
て
沙
門
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

受
取
」
っ
た
、
と
い
う
（
七
四
頁
）
。
仏
が
そ
の
弟
子
で
あ
る
老
沙
門

の

苦
悩
を
知
り
、
天
眼
通
・
神
足
通
に
よ
り
そ
の
危
急
を
救
っ
た
の

は
「
慈
悲
の
心
」
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。一

七



一
八

　
現

に
苦
を
受
け
る
者
ば
か
り
で
な
く
、
未
来
の
苦
の
因
を
作
ろ
う

と
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
も
、
天
眼
・
天
耳
あ
る
い
は
他
心
通
を
行

使

し
て
予
め
救
う
例
が
あ
る
。
皿
ー
8
説
話
に
は
、
深
い
怨
み
を
懐

き
、
塔
へ
の
供
養
・
発
願
に
よ
り
悪
竜
へ
の
転
生
を
遂
げ
た
者
が
登

場
す
る
。
竜
が
い
ざ
崇
り
を
な
そ
う
と
す
る
と
、
仏
は
「
神
通
の
力

　
　
は
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
り
た
ま
ひ

を
以
て
遥
に
此
の
竜
の
心
を
知
給
て
」
彼
の
も
と
に
至
り
、
自
ら
の

姿
を
見
せ
影
像
を
も
留
め
、
未
来
に
至
る
ま
で
彼
が
悪
心
を
鎮
め
ら

れ

る
よ
う
計
ら
っ
た
。
仏
を
慕
い
、
別
れ
を
惜
し
む
竜
に
「
「
（
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

略
）
此
よ
り
後
、
世
に
出
給
は
む
仏
も
汝
を
哀
れ
び
給
ふ
べ
し
」
」

と
告
げ
る
言
葉
に
は
、
未
来
仏
も
ま
た
、
慈
悲
を
も
っ
て
彼
を
救
済

す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
見
さ
れ
て
い
る
（
二
二
〇
頁
）
。
彼
が
供

養
し
た
塔
が
何
者
を
記
念
す
る
塔
で
あ
る
か
、
『
今
昔
物
語
集
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

叙
述
か

ら
は
不
明
だ
が
、
信
あ
る
衆
生
が
悪
心
か
ら
苦
に
陥
ろ
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
憐
れ
み
、
神
通
力
が
用
い
ら
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
天
竺
部
諸
説
話
が
描
く
釈
迦
仏
は
、
天
眼
・
天
耳
を
用

い

る
ま
で
も
な
い
、
間
近
の
衆
生
と
接
す
る
と
き
も
、
そ
の
涙
や
突

き
声
に
敏
感
に
反
応
す
る
。
例
え
ば
、
前
節
末
尾
に
挙
げ
た
老
翁
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

家
謳
で
、
老
翁
は
次
の
よ
う
に
し
て
釈
迦
仏
に
見
出
さ
れ
た
。
「
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

れ
ば

翁
、
祇
園
精
舎
の
門
に
出
て
喘
泣
し
て
居
た
り
。
／
其
の
時
に
、

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
い
で
た
ま
ひ
　
　
　
　
　
　
て
い
き
ふ
　
　
　
　
　
ゐ

仏
此

を
見
給
て
門
に
出
給
て
翁
に
問
て
宣
は
く
（
後
略
）
」
（
I
1
2
7
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ひ
　
　
の
た
ま

七
七
頁
）
。

　
ま
た
、
あ
る
と
き
仏
が
外
道
の
聚
落
で
乞
食
行
を
行
い
、
家
毎
に

拒

ま
れ
、
遂
に
空
鉢
の
ま
ま
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
た
ま
た
ま
一
人
の

貧
女
が
見
て
同
情
に
駆
ら
れ
、
無
一
物
の
わ
が
身
の
貧
困
を
悲
し
ん

で
涙

し
た
。
仏
は
そ
の
涙
を
見
て
声
を
か
け
る
（
I
1
1
1
）
。

　
　
　
　
　
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ね
　
　
あ
ら
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ご
ろ
　
　
な
り
　
　
く
さ
り

　
　
（
前
略
）
或
家
よ
り
女
、
米
を
洗
た
る
汁
の
日
来
に
成
て
茄
た

　
　
　
す
て
む
　
　
　
ほ
か
　
　
い
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
け
た
ま
は
　
　
　
　
　
た
ま
ふ

　
　

る
を
棄
と
て
外
に
出
た
る
に
、
仏
の
供
養
も
不
受
給
で
返
り
給

　
　
　
　
　
　
　
か
な
し
び
　
　
　
　
　
お
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
ま
つ
ら
　
　
　
　
お
も
ふ

　
　

を
見
奉
て
、
悲
の
心
を
発
し
て
、
何
を
供
養
し
奉
ま
し
と
思

　
　
　
　
　
ま
つ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
や
う
し
た
て
ま
つ
る
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
　
　
　
せ

　
　

に
、
身
貧
く
し
て
更
に
可
供
養
奉
き
物
無
し
。
何
に
為
む
と
思

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ひ

て
、
目
涙
を
浮
て
立
る
気
色
を
仏
見
給
て
「
汝
は
何
事
を
歎

　
　
お
も
ふ
　
め
に
　
　
　
う
か
べ
　
た
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
き
思
ぞ
」
と
問
給
へ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（後
略
）
（
三
六
－
三
七
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
と
ひ

　
衆
生
が
仏
に
見
出
さ
れ
る
際
、
仏
へ
の
帰
依
が
必
須
の
条
件
で
あ

る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
と
も
に
盲
目
の
乞
匂

母
子
が

あ
り
、
子
が
と
あ
る
長
者
宅
で
物
乞
を
し
て
乱
暴
に
追
い
払

わ
れ
た
。
負
傷
し
た
子
と
動
顛
す
る
母
が
二
人
し
て
実
い
て
い
る
と
、

仏
が
来
る
。
母
子
は
と
く
に
仏
の
名
を
喚
ん
で
は
い
な
い
が
、
肉
の

耳
に
よ
っ
て
か
天
耳
に
よ
っ
て
か
突
く
声
を
捉
え
、
仏
が
来
る
（
∬

ー
3
8
）
。

　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
も
ん
　
　
　
　
か
へ
り
き
た
り
　
　
　
　
　
こ
つ
が
い

　
　
其
の
時
に
、
守
門
の
者
返
来
て
此
の
乞
匂
（
子
を
指
す
。
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
つ
　
　
　
　
　
ひ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

　
　
用
者
注
）
を
見
て
、
一
の
手
を
牽
て
遠
く
投
げ
遣
る
時
に
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ら
わ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　

に
倒
れ
て
一
の
手
折
れ
、
頭
破
れ
ぬ
。
音
を
挙
て
叫
ぶ
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ゑ
　
　
き
き
　
　
ま
ど
　
　
　
こ
ゑ
　
　
あ
げ
　
　
　
い
だ
き
　
　
ヘ
　
へ

　
　
母
の

乞
匂
、
子
の
叫
ぶ
音
を
聞
て
迷
ひ
蘇
て
、
子
を
抱
て
芙
き

　
　
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
な

　
　
悲
ぶ
事
無
限
し
。
／
其
の
時
に
仏
、
此
を
哀
て
、
其
の
所
に

　
　
　
　
　
か
ぎ
り
な
　
　
　
つ
げ
　
　
の
た
ま
　
　
　
　
　
な
む
　
　
　
　
　
あ
は
れ
び

　
　
来
り
給
て
乞
匂
に
告
て
宣
は
く
「
汝
ぢ
善
く
聴
け
。
汝
は
此
れ

　
　
此

の

長
者
の

父

也
。
前
生
に
樫
貧
深
く
し
て
人
に
物
を
施
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
が
ち
　
　
お
ひ

　
　
心

無
く
、
乞
匂
を
強
に
追
し
に
依
て
、
今
此
の
報
を
得
た
る



　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ち

　
　
也
。
此
の
苦
甚
だ
軽
し
。
此
の
後
地
獄
に
堕
て
、
無
量
劫
の
問

　
　
へ
　
　
う
く
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
の
た
ま
ひ
　
　
　
た
ち
よ
り
　
　
か
し
ら
　
　
な
で

　
　
苦
を
受
べ
し
。
哀
れ
な
る
か
な
」
と
宣
て
、
立
寄
て
頭
を
撫

　
　
　
　
　
　
　
ふ
た
つ
　
　
　
あ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
給
ふ

に
、
乞
匂
二
の
目
開
ぬ
（
一
九
七
ー
一
九
八
頁
）
。

来
る
べ
き
堕
地
獄
の
苦
に
比
べ
れ
ば
、
現
在
の
苦
は
遥
か
に
軽
い
。

そ
れ
で
も
突
く
者
に
近
づ
き
、
苦
の
由
来
を
語
り
、
そ
の
身
に
手
を

触
れ
、
当
面
の
苦
を
除
こ
う
と
す
る
の
が
仏
の
慈
悲
で
あ
る
。
子
の

乞

匂
の
「
頭
を
撫
」
て
哀
れ
ん
だ
仏
は
、
祇
園
精
舎
門
前
で
喘
泣
す

る
老
翁
の
「
首
を
撫
て
」
（
七
八
頁
）
慰
め
る
仏
で
も
あ
っ
た
。
肉

身
を
以
て
衆
生
と
親
し
く
交
わ
り
、
そ
の
苦
を
悲
し
む
仏
の
慈
悲
が

結
果
的
に
、
衆
生
の
心
自
体
の
転
換
を
促
し
、
存
在
全
体
の
救
済
の

途

を
開
い
て
い
く
。
子
の
乞
匂
は
、
自
ら
の
身
に
生
起
し
た
因
果
を

知
り
、
仏
に
帰
依
・
繊
悔
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪
を
滅
ぼ
し
得
た
、

と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
し
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
き

　
　
仏

の

説

き
知
し
め
給
ふ
を
聞
て
、
「
我
れ
は
此
の
長
者
の
父
に

　
　
　
　
あ
り

　
　
し
て
有
し
時
、
樫
貧
深
く
し
て
施
の
心
無
く
、
乞
勾
を
追
ひ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
り

　
　
罪

に
依
て
、
今
子
の
家
に
来
て
此
の
苦
に
遇
へ
る
也
け
り
」
と

　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
ひ
　
　
　
　
ら
い

　
　
知
ぬ
。
然
れ
ば
、
此
の
事
を
悔
ひ
悲
し
む
で
、
仏
に
向
奉
て
礼

　
　
は
い
く
ぎ
や
う
　
　
さ
ん
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ぬ
か

　
　
拝
恭
敬
し
て
俄
悔
せ
し
か
ば
、
罪
を
免
る
る
果
報
を
得
た
り
と

　
　
な
む
語
り
伝
へ
た
る
と
や
（
一
九
八
頁
）
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
病
気
や
職
種
ゆ
え
に
差
別
を
受
け
、
孤
絶
に
苦

し
む
者
た
ち
が
、
釈
迦
仏
の
慈
悲
の
眼
差
に
捉
え
ら
れ
救
わ
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

と
を
描
く
い
く
つ
か
の
説
話
が
あ
る
（
E
i
3
、
3
6
、
皿
1
2
1
）
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
が
描
く
釈
迦
仏
は
、
苦
し
む
衆
生
の
流
す
涙
、

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

突

く
声
を
よ
く
捉
え
る
。
苦
を
受
け
る
者
の
傍
ら
に
行
き
、
直
接
眼

差

し
語
り
か
け
、
時
に
手
を
触
れ
て
救
う
仏
の
慈
悲
に
、
相
手
の

信
・
不
信
に
よ
る
差
別
は
な
い
。
だ
が
、
と
く
に
信
あ
る
衆
生
の
苦

中
で
の
祈
念
は
、
遥
か
遠
隔
の
地
か
ら
も
仏
の
天
眼
・
天
耳
に
届
き
、

顕
著

な
救
済
を
引
き
出
し
て
い
る
。
空
間
的
障
害
を
越
え
、
衆
生
を

苦
か
ら
救
お
う
と
す
る
仏
の
慈
悲
の
広
大
さ
に
応
じ
、
神
通
力
の
働

き
が
現
れ
出
る
。

口
　
無
縁
の
衆
生
の
教
化

　
衆
生

の

抜
苦
を
望
む
仏
に
と
っ
て
、
救
済
の
た
め
の
障
害
は
、
空

間
的
距
離
だ
け
で
は
な
い
。
仏
や
仏
法
に
対
す
る
衆
生
の
敵
対
的
態

度
、
あ
る
い
は
仏
に
対
す
る
衆
生
の
縁
の
微
弱
、
と
い
う
障
害
も
あ

る
。
現
在
と
く
に
苦
を
受
け
ず
、
未
来
の
苦
は
も
と
よ
り
恐
れ
ず
、

仏
や

仏

法
と
の
出
合
い
を
拒
む
衆
生
が
あ
る
と
き
、
あ
え
て
そ
の
者

を
教
化
す
る
際
の
手
立
て
と
し
て
、
仏
が
神
通
力
を
用
い
る
場
合
が

あ
る
。

　
例

え
ば
、
満
財
長
者
父
子
教
化
謳
が
あ
る
（
I
1
1
3
）
。
あ
る
と

き
満
財
長
者
の
息
子
と
須
達
長
者
の
娘
と
の
縁
談
が
生
じ
た
が
、
須

達
長
者
父
娘
が
仏
法
に
帰
依
し
て
い
る
の
に
対
し
、
満
財
長
者
父
子

は
仏
法
に
敵
対
的
な
外
道
に
帰
依
し
て
い
た
。
須
達
長
者
の
相
談
を

受
け
た
仏
は
縁
談
に
賛
成
し
、
満
財
長
者
父
子
の
教
化
に
と
り
か
か

る
。
仏
は
ま
ず
弟
子
阿
難
を
長
者
父
子
の
も
と
に
遣
わ
し
、
「
「
汝
、

　
　
　
　
　
ゆ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
む
か
し
む
べ
　
　
　
　
お
も
む
か

満
財
が
家
に
行
て
其
の
気
色
を
見
て
善
道
に
可
令
趣
し
。
不
趣
ず

一
九



　
　
　
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ
り
き
た
り

は

汝
を
打
追
は
む
と
す
。
然
ば
神
通
に
乗
じ
て
返
来
ね
」
」
（
四
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぼ
り
　
　
　
　
　
　
　
は
な
ち

頁
）
と
指
示
し
た
。
阿
難
は
指
示
通
り
「
虚
空
に
昇
て
、
光
を
放
て

　
　
げ
ん

神
通
を
現
じ
て
去
」
っ
た
（
四
二
頁
）
。
仏
は
さ
ら
に
舎
利
弗
・
富
楼

那
・
須
菩
提
・
迦
葉
ら
を
順
次
派
遣
し
、
各
人
は
そ
の
つ
ど
「
光
を

は

な
ち

放

て

神
通
を
現
じ
て
去
」
っ
た
（
同
前
）
。
次
第
に
神
通
力
の
不
可
思

議

さ
に
圧
倒
さ
れ
た
長
者
父
子
は
、
遂
に
諸
弟
子
の
師
で
あ
る
釈
迦

仏

を
見
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。

　
　
満
財
及
び
子
の
思
は
く
、
「
仏
の
弟
子
は
神
通
希
有
の
者
に
ご

　
　
　
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
つ
　
　
　
ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し

　
　
そ

有

け
れ
。
我
が
外
道
の
術
に
も
倍
れ
り
け
り
。
増
て
師
の
有

　
　
　
い
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き

　
　
様
何

な
ら
む
、
見
ば
や
」
と
思
ふ
心
付
ぬ
。
其
の
時
に
仏
、
眉

　
　
　
び
や
く
が
う
さ
う
　
　
　
　
　
　
は
な
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ら

　
　

間
の
白
豪
相
の
光
を
放
て
、
満
財
が
家
を
照
し
給
ふ
。
東
西

　
　
　
　
　
し
ゆ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ん
だ
ら
ぐ
ゑ

　
　
南

北
・
四
維
・
上
下
、
六
種
に
震
動
す
。
天
よ
り
曼
陀
羅
花
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
ほ
ふ

　
　
摩
詞
曼
陀
羅
花
等
の
四
種
の
花
雨
り
、
栴
檀
・
沈
水
の
香
、
法

　
　
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　

　
　
界

に
充
満
し
、
希
有
の
瑞
相
を
現
ず
（
四
二
頁
）
。

諸
弟
子
が
現
す
神
通
力
の
技
を
見
る
満
財
長
者
父
子
は
、
神
通
力
の

本
質
の
何
で
あ
る
か
を
知
ら
ず
、
神
通
力
の
不
可
思
議
さ
と
は
詮
ず

る
と
こ
ろ
仏
の
智
慧
の
不
可
思
議
さ
で
あ
る
こ
と
な
ど
思
い
も
寄
ら

な
い
。
そ
れ
で
も
不
可
思
議
さ
の
感
覚
に
導
か
れ
る
よ
う
に
し
て
、

仏

に
対
し
心
を
開
く
に
至
る
。

　

ほ
か
に
も
、
殺
意
を
も
っ
て
仏
と
諸
弟
子
を
招
い
た
外
道
の
者
が
、

あ
ら
ゆ
る
罠
を
罠
と
し
て
機
能
さ
せ
ず
、
無
事
、
や
り
過
ご
し
て
い

く
仏
の
言
動
の
不
可
思
議
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
回
心
・
俄
悔
す
る
話

（
1
－
1
2
）
、
遊
行
す
る
仏
や
弟
子
た
ち
を
困
ら
せ
よ
う
と
、
水
辺

二
〇

に
汚
物
を
ば
ら
ま
き
、
樹
木
を
伐
採
し
、
武
器
を
用
意
し
て
待
ち
構

え
て
い
た
外
道
の
聚
落
の
者
た
ち
が
、
水
を
浄
め
樹
木
を
茂
ら
せ
武

器

を
蓮
華
に
変
え
て
彼
ら
を
憐
れ
ん
だ
仏
の
言
動
に
圧
倒
さ
れ
、
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
・
俄
悔
す
る
話
が
あ
る
（
I
1
1
4
）
。

　
仏
や

仏
法
と
の
出
合
い
を
拒
み
、
救
済
の
途
を
自
ら
閉
ざ
し
て
い

る
者
に
対
し
、
あ
え
て
教
化
に
励
む
の
が
仏
の
慈
悲
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
こ
の
慈
悲
は
と
き
に
、
仏
の
智
慧
が
観
て
取
る
教
化
の
限
界
を

突
破
し
て
働
く
こ
と
が
あ
る
。
須
達
長
者
家
の
老
碑
毘
低
羅
へ
の
教

化
謳
が
そ
の
例
で
あ
る
（
皿
1
1
9
）
。
須
達
長
者
が
仏
や
弟
子
た
ち

に
布
施
行
を
行
う
の
を
、
樫
貧
の
心
ゆ
え
に
憎
ん
だ
毘
低
羅
は
、
仏

の

名
を
聞
く
こ
と
す
ら
嫌
だ
と
言
い
、
三
宝
を
誹
諺
し
て
揮
ら
な

か
っ

た
。
あ
る
と
き
波
斯
匿
王
妃
末
利
夫
人
の
計
ら
い
に
よ
り
不
覚

に
も
仏
に
遭
遇
し
た
毘
低
羅
は
、
恐
慌
を
来
し
て
逃
げ
出
す
が
、
仏

は
さ
ま
ざ
ま
な
神
通
力
を
駆
使
し
、
彼
女
と
の
出
合
い
を
果
た
そ
う

と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
か
た
　
　
　
　
む
か
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
で

　
　
正
面
に

は
仏
在
ま
せ
ば
、
其
方
へ
は
不
向
ず
し
て
脇
戸
よ
り
出

　
　
　
　
す
お
の
つ
か
ら
と
ち
ふ
さ
が
さ

　
　

む
と
為
る
に
、
脇
戸
自
然
に
閉
て
塞
り
ぬ
。
然
れ
ば
老
碑
、

　
　
あ
ふ
き
　
　
　
　
　
お
も
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し

　
　

扇
を
以
て
面
を
覆
ふ
に
、
仏
そ
の
前
に
在
ま
し
て
、
扇
を
鏡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ど

　
　
如
く
に
成
し
て
障
ふ
る
事
無
し
。
老
碑
騒
ぎ
迷
ふ
て
、
東
方
を

　
　
　
　
　
　
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
　
　
　
　
　
あ
ふ
ぎ

　
　
見
れ
ば
仏
在
ま
す
。
南
西
北
方
を
見
る
に
も
又
仏
在
ま
す
。
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
　
　
　
　
　
う
つ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し

　
　
て

上

を
見
れ
ば
仏
在
ま
す
。
低
し
て
下
を
見
れ
ば
又
仏
在
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ふ
し
　
　
さ
き
ご
と
　
　
く
ゑ
ぶ
つ
ま
し

　
　

ぬ
。
手
を
以
て
面
に
覆
へ
ば
、
手
の
十
指
の
前
毎
に
化
仏
在
ま

　
　
　
　
ま
な
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
な
こ
ひ
ら

　
　
す
。
眼
を
塞
げ
ば
、
心
に
非
ず
眼
開
け
ぬ
。
虚
空
を
見
れ
ば
、



　
　
じ
つ
ぱ
う
か
い
　
　
く
ゑ
ぶ
つ

　
　
十
方
界
に
化
仏
満
ち
給
へ
り
（
二
四
九
頁
）
。

さ
ま
ざ
ま
な
神
通
力
の
技
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
も
な
お
毘
低
羅
の
心

は

開
か
ず
、
教
化
継
続
を
懇
請
す
る
末
利
夫
人
に
仏
は
「
「
此
の
老

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ゑ
ど

蝉
、
罪
重
く
し
て
我
れ
に
縁
無
し
。
羅
喉
羅
此
れ
を
化
度
せ
む
に
縁

有
り
」
」
と
言
う
（
二
五
〇
頁
）
。
結
局
毘
低
羅
は
ま
ず
羅
喉
羅
と
出

合

い
、
回
心
を
遂
げ
た
の
ち
、
改
め
て
釈
迦
仏
と
出
合
い
、
俄
悔
・

出
家
し
て
阿
羅
漢
果
を
得
た
。

　
毘
低
羅
に
は
元
来
釈
迦
仏
と
出
合
う
べ
き
因
縁
が
欠
け
て
い
る
。

久
遠

の

昔
、
過
去
生
の
釈
迦
仏
と
毘
低
羅
が
師
僧
と
弟
子
の
関
係
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が
は
く

あ
っ
た
と
き
、
弟
子
は
師
を
侮
り
「
「
我
れ
願
は
、
後
の
世
に
此
の

　
　
あ
　
は

人

に
不
値
じ
」
」
と
誓
っ
た
（
二
五
一
頁
）
。
釈
迦
仏
の
宿
命
通
は
こ

の

因
縁
を
当
初
か
ら
観
取
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
通
力
を
駆
使
し
、
あ
え
て
教
化
に
励
ん
だ
と
す

れ

ば
、
そ
れ
は
、
元
来
仏
と
の
縁
が
深
い
者
は
も
ち
ろ
ん
、
浅
い
者
、

絶

え
て
い
る
者
で
あ
っ
て
も
、
仏
に
と
っ
て
は
同
じ
く
教
化
・
救
済

の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
縁
な
き
衆
生
の
前
に

現

し
出
さ
れ
る
神
通
力
の
技
の
数
々
は
、
い
か
な
る
衆
生
を
も
救
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
と
望
む
仏
の
慈
悲
の
広
大
さ
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
に
つ
い
て
、
と

く
に
手
が
か
り
を
神
通
力
関
連
叙
述
に
限
定
し
検
討
す
る
こ
と
が
本

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

稿
の

目
的
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
天
竺
部
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
者
に

よ
る
多
く
の
神
通
力
行
使
例
が
描
か
れ
る
。
中
で
も
釈
迦
仏
は
、
い

わ
ゆ
る
六
神
通
の
す
べ
て
を
具
え
る
点
、
他
に
行
使
す
る
者
の
な
い

い

く
つ
か
の
特
異
な
力
を
行
使
す
る
点
、
ま
た
、
例
え
ば
宿
命
通
一

つ

に
し
て
も
、
そ
の
力
量
が
他
の
者
の
全
く
比
肩
す
る
と
こ
ろ
で
な

い

点
か
ら
、
卓
越
し
た
行
使
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
れ

る
。
神
通
力
に
つ
い
て
、
仏
典
で
は
一
般
に
、
そ
の
本
質
を
智
慧
と

し
、
そ
の
行
使
の
正
し
い
動
機
を
慈
悲
と
す
る
把
捉
が
あ
る
。
天
竺

部
に
お
け
る
釈
迦
仏
に
つ
い
て
も
、
釈
迦
仏
に
特
異
的
な
神
通
力
、

宿
命
通
に
着
目
す
る
と
き
、
そ
の
本
質
が
、
衆
生
の
存
在
様
相
を
如

実
に
知
る
．
仏
の
智
慧
！
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
釈
迦
仏
に
よ
る
神
通
力
行
使
の
二
つ
の
状
況
、
遠
隔
の
衆
生

の
抜
苦
、
お
よ
び
、
無
縁
の
衆
生
の
教
化
に
着
目
す
る
と
き
、
あ
ら

ゆ
る
衆
生
に
救
済
の
手
を
伸
べ
よ
う
と
す
る
．
仏
の
慈
悲
〆
が
、
神

通

力
行
使
の
動
機
で
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
た
。
仏
典
に
お
け
る
基
本

的
把
捉
は
、
天
竺
部
諸
説
話
の
叙
述
で
も
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
と
言

え
る
。
な
お
、
神
通
力
行
使
の
状
況
と
し
て
ほ
か
に
、
仏
の
入
滅
を

悲
し
む
衆
生
へ
の
慰
籍
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
採

り
上
げ
て
い
な
い
。
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　
神
通
力
行
使
者
と
し
て
の
釈
迦
仏
を
描
く
こ
と
を
通
じ
て
、
『
今

昔
物
語
集
』
は
、
一
切
衆
生
の
救
済
者
と
し
て
の
釈
迦
仏
の
、
強
力

無
比
、
ま
た
実
直
無
比
な
る
あ
り
よ
う
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
宿
命
通
行
使
謳
か
ら
知
れ
る
よ
う
に
、
神
通
力
と
は
つ
ま

一
二

一



二
二

る
と
こ
ろ
、
仏
の
智
慧
の
極
ま
り
な
さ
の
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
は
す

な
わ
ち
、
仏
が
衆
生
を
救
済
す
る
能
力
の
強
力
さ
を
意
味
し
て
い
る
。

同
時
に
、
宿
命
通
で
あ
れ
、
天
眼
通
・
天
耳
通
・
他
心
通
・
神
足
通

で

あ
れ
、
諸
々
の
力
の
行
使
に
関
わ
る
具
体
的
状
況
叙
述
は
、
慈
悲

を
行
ず
る
仏
の
意
欲
・
努
力
の
極
ま
り
な
さ
を
示
し
て
い
る
。
衆
生

の

一
々

と
直
接
に
出
合
い
、
必
ず
そ
の
苦
を
抜
こ
う
と
励
ん
で
倦
ま

な
い
仏
の
実
直
さ
が
、
神
通
力
行
使
の
背
後
に
看
て
取
れ
る
。
こ
の

点
で
、
仏
の
神
通
力
は
、
例
え
ば
帝
釈
天
が
、
菩
薩
の
道
心
を
試
み

る
た
め
に
度
々
変
身
能
力
を
用
い
た
り
（
V
1
7
、
9
、
1
3
）
、
弟
子

目
連
が
空
し
い
そ
の
場
凌
ぎ
の
術
と
し
て
諸
々
の
神
足
通
を
用
い
た

り
す
る
例
（
H
－
2
8
）
と
は
明
確
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
釈
迦

仏

を
思
慕
・
憧
憬
し
、
そ
の
肉
身
と
の
出
合
い
を
切
望
し
た
人
々
の

思
念

が
、
能
う
限
り
多
く
の
衆
生
と
の
出
合
い
に
向
け
て
開
か
れ
た

仏
の

肉
身
を
求
め
、
卓
越
し
た
神
通
力
行
使
者
と
し
て
の
仏
を
描
き

出
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
の

検
討

は
、
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理

解
の
、
あ
く
ま
で
一
側
面
を
窺
う
に
と
ど
ま
る
。
釈
迦
仏
理
解
の
全

容

を
知
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
思
想
的
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
、

「
仏
」
と
い
う
拠
り
ど
こ
ろ
を
め
ぐ
る
物
語
的
思
索
の
意
味
を
根
源

的
に
問
う
た
め
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
方
面
か
ら
の
探
究
が
必
要
で

あ
る
。
肉
身
を
も
っ
て
衆
生
と
交
わ
る
仏
の
あ
り
よ
う
の
意
味
に
つ

い
て

も
、
仏
理
解
の
全
容
の
解
明
を
踏
ま
え
、
改
め
て
深
く
問
い
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（1
）

（2
）

前

田
雅
之
『
今
昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』
笠
間
書
院
、
一
九
九

九

年
、
一
、
六
、
一
ニ
ー
＝
二
頁
参
照
。

出
雲
路
修
は
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
仏
伝
の
冒
頭
、
巻
第

一
第
一
話
を
採
り
上
げ
、
『
過
去
現
在
因
果
経
』
や
十
巻
本
『
釈

迦

譜
』
と
異
な
る
叙
述
傾
向
に
着
目
し
た
。
「
《
今
昔
物
語
集
》

は
、
仏
統
も
王
統
も
重
視
し
な
い
。
降
兜
率
・
入
胎
・
太
子
と

し
て
の
誕
生
、
に
は
じ
ま
る
、
人
と
し
て
の
釈
迦
の
伝
記
が
、

冒
頭
よ
り
記
さ
れ
る
」
。
出
雲
路
修
『
説
話
集
の
世
界
』
岩
波
書

店
、
一
九
八
八
年
、
一
一
九
頁
参
照
。

　
前
田
も
こ
の
出
雲
路
所
論
を
参
照
し
つ
つ
、
『
今
昔
物
語
集
』

に
お
け
る
仏
伝
の
叙
述
傾
向
に
触
れ
る
。
又
前
略
）
今
昔
物
語

集
は
、
（
中
略
）
《
仏
》
が
誕
生
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
然
性

を
説
く
過
去
世
の
因
縁
を
一
切
捨
象
し
た
地
平
か
ら
筆
を
起
こ

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
の
《
仏
》
と
は
過
去
の
仏
統

や

王
統

と
は
縁
を
も
た
な
い
〈
生
身
〉
と
し
て
の
《
仏
》
で

あ
っ
た
」
。
前
田
前
掲
書
、
＝
ご
頁
参
照
。

　
本

田
義
憲
も
、
巻
第
一
第
二
話
の
叙
述
を
そ
の
複
数
の
原
拠

と
対
照
し
つ
つ
、
『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
の
独
自
の
叙
述
傾
向
に

つ

い
て

論

じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
過
去
現
在
因
果
経
』
『
仏

本
行
集
経
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
文
学
的
伝
承
的
傾
向
、
「
理
想
化

神
秘
化
せ
ら
れ
た
仏
陀
へ
の
帰
依
感
情
」
を
基
本
と
し
、
と
き

に
『
大
般
浬
葉
経
』
な
ど
の
教
理
的
思
想
的
傾
向
、
「
法
身
常
住

の

仏

陀
い
わ
ば
永
遠
の
仏
陀
」
と
い
う
仏
陀
観
を
ま
じ
え
な
が

ら
、
『
今
昔
物
語
集
』
仏
伝
に
は
「
な
お
歴
史
的
な
仏
陀
を
求
め



（3
）

る
、
す
な
わ
ち
現
世
に
生
れ
た
人
間
が
修
行
し
て
あ
る
自
覚
を

ひ

ら
く
に
至
る
と
い
う
そ
の
情
熱
を
求
め
る
、
そ
の
よ
う
な
傾

向
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
今
昔
物
語
集
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
間
の
自
覚
と
不
覚
、
情
熱
も
し
く
は
情
念
の
さ

ま
ざ
ま
な
形
を
し
る
し
あ
つ
め
て
行
っ
た
こ
と
と
も
関
わ
る
で

あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。
本
田
義
憲
「
今
昔
物
語
集
仏
伝
に
お
け

る
大
般
浬
葉
経
所
引
部
に
つ
い
て
」
『
甲
南
大
學
文
學
會
論
集
』

3
2
、
一
九
六
六
年
、
＝
一
二
頁
参
照
。

　
出
雲
路
・
前
田
・
本
田
の
い
う
「
人
と
し
て
の
釈
迦
」
「
〈
生

身
〉
と
し
て
の
《
仏
》
」
「
歴
史
的
な
仏
陀
」
は
本
稿
に
お
け
る

「肉
身
の
仏
」
に
相
当
す
る
。

生

き
ら
れ
た
時
間
、
人
間
的
・
質
的
時
間
を
把
捉
す
る
形
式
と

し
て
の
物
語
に
つ
い
て
は
、
リ
ク
ー
ル
の
論
考
が
参
考
に
な
る
。

勺
9
三
空
0
8
霞
矯
守
ミ
愚
吻
ミ
＼
野
筑
ひ
日
O
B
①
H
－
日
あ
①
三
ド
一
㊤
○
。
Q
。
－
一
㊤
○
。
q

邦

訳
、
ポ
ー
ル
・
リ
ク
ー
ル
『
時
間
と
物
語
』
I
l
皿
、
久
米

博
訳
、
新
曜
社
、
一
九
八
七
ー
一
九
九
〇
年
。

　

リ
ク
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
生
き
ら
れ
た
時
間
の
意
味
を
捉
え
る

に
は
、
そ
の
時
間
を
物
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
史

実
で
あ
れ
虚
構
で
あ
れ
、
何
か
を
物
語
る
こ
と
は
す
な
わ
ち
人

間
的
・
質
的
時
間
を
再
形
象
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
物
語
を
語

る
活
動
と
人
間
経
験
の
時
間
的
性
格
と
の
問
に
は
相
関
関
係
が

存
在

し
、
し
か
も
そ
の
相
関
関
係
は
単
に
偶
然
的
で
は
な
く
、

諸
文

化
を
超
え
た
必
然
性
と
い
う
形
を
呈
し
て
い
る
（
中
略
）
。

あ
る
い
は
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
時
間
は
物
語
の
様
式
で
分

節
さ
れ
る
の
に
応
じ
て
人
間
的
時
間
に
な
る
（
中
略
）
、
そ
し
て

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

（4
）

物
語
は
時
間
的
存
在
の
条
件
と
な
る
と
き
に
、
そ
の
完
全
な
意

味
に
到
達
す
る
（
後
略
）
」
（
邦
訳
、
1
ー
九
九
頁
）
。

『今
昔
物
語
集
』
編
纂
者
に
と
っ
て
現
在
と
は
、
正
像
末
三
時
の

下

降
史
観
に
お
け
る
最
終
局
面
、
末
法
時
で
あ
る
。
時
間
の
経

過

に
人
間
的
能
力
の
劣
化
が
相
侯
っ
て
、
肉
身
の
仏
か
ら
の
隔

た
り
は
鋭
く
大
き
く
意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
隔
絶
意
識
、

ま
た
、
回
復
不
能
の
も
の
へ
の
回
復
欲
求
が
『
今
昔
物
語
集
』

編

纂
の
動
機
と
な
っ
た
と
す
る
見
方
を
、
例
え
ば
荒
木
浩
が
示

し
て
い
る
。
荒
木
に
よ
れ
ば
、
仏
後
を
画
期
す
る
出
来
事
と
し

て

仏

典
結
集
を
描
く
巻
第
四
巻
頭
話
は
、
仏
滅
に
際
し
弟
子
た

ち
が
懐
い
た
欠
落
意
識
、
ま
た
欠
落
補
完
の
希
求
か
ら
仏
典
が

編

ま
れ
た
事
情
を
叙
述
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
末
世
を
自
覚
し
、

不
在
の

仏

の

肉
身
を
意
識
か
つ
希
求
し
て
仏
伝
を
描
き
直
そ
う

と
し
た
『
今
昔
物
語
集
』
編
纂
者
た
ち
の
事
情
を
映
す
も
の
で

あ
る
。
「
今
昔
に
於
て
、
巻
四
ー
2
に
既
に
「
末
世
」
の
魁
と
し

て

の

「今
」
が
語
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
「
眼
の
あ
た
り
仏
の
説

法
を
見
た
る
も
、
今
は
乃
我
聞
け
り
と
言
ふ
」
、
経
文
と
は
、
現

前
す
る
釈
迦
の
身
体
を
喪
失
し
た
、
閉
じ
ら
れ
た
〈
昔
〉
へ
の
、

〈末
世
〉
の
〈
今
〉
の
絶
望
と
引
き
換
え
に
達
成
さ
れ
た
と
叙
さ

れ

る
。
「
現
在
知
ら
れ
た
る
か
ぎ
り
日
本
文
に
よ
る
最
古
の
組
織

的
仏
伝
」
（
本
田
義
憲
「
今
昔
物
語
集
仏
伝
に
お
け
る
大
般
浬
葉

経
所
引
部
に
つ
い
て
」
『
甲
南
大
学
文
学
会
論
集
』
3
2
号
）
を
核

と
し
て
今
昔
が
生
成
し
た
必
然
性
は
、
い
わ
ば
そ
の
欠
落
へ
の

希
求
に
あ
っ
た
、
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
」
。
荒
木
浩
「
説
話
集

と
物
語
と
　
　
今
昔
物
語
集
の
形
式
を
め
ぐ
っ
て
　
　
」
『
國
語

一
二
三



一
二
四

（5
）

（6
）

（7
）

と
國
文
學
』
第
6
9
巻
、
一
九
九
二
年
、
二
三
頁
参
照
。

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
に
つ
い
て
は
、

以

下
の

拙
論
で

検
討

し
て
い
る
。
「
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に

お

け
る
釈
迦
仏
な
ら
び
に
衆
生
の
理
解
ω
」
、
平
成
一
七
年
度
～

平
成
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
［
基
盤

研
究
◎
、
研
究
課
題
番
号
二
胡
卜
○
○
○
嵩
、
研
究
課
題
日
日
本
に

お

け
る
超
越
観
念
の
深
層
構
造
に
関
す
る
倫
理
学
的
基
礎
研
究

　
　
神
・
仏
・
天
の
歴
史
的
展
開
と
そ
れ
を
貫
く
も
の
の
把
握

の

試
み

　
　
、
研
究
代
表
者
”
豊
澤
＝
、
二
〇
〇
八
年
、
七
－

二

〇
頁
。
「
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
な
ら
び

に
衆
生
の
理
解
働
」
、
『
山
口
大
学
哲
学
研
究
』
第
1
6
巻
、
二
〇

〇

九

年
、
一
－
一
九
頁
。
「
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る

釈
迦
仏

な
ら
び
に
衆
生
の
理
解
㈹
」
、
『
山
口
大
学
哲
学
研
究
』

第
1
7
巻
、
二
〇
一
〇
年
、
一
－
一
七
頁
。

「
仏
」
を
め
ぐ
る
物
語
的
思
索
の
倫
理
思
想
史
的
研
究
と
し
て
、

例

え
ば
、
佐
藤
正
英
「
超
越
の
様
相
　
　
『
三
宝
絵
』
を
め
ぐ
っ

て

　
　
」
、
相
良
亨
編
『
超
越
の
思
想
』
第
二
章
、
東
京
大
学
出

版
会
、
六
五
－
九
二
頁
、
が
あ
る
。

天
竺

部
に
比
べ
、
本
朝
部
に
お
い
て
神
通
力
関
連
叙
述
が
目
立

た
な
く
な
る
背
景
に
は
、
従
前
の
仏
教
と
大
乗
仏
教
に
お
け
る

修
行

方
法
の
相
違
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ

『清
浄
道
論
』
に
基
づ
き
、
南
方
上
座
部
仏
教
の
修
行
体
系
に
組

み

込

ま
れ
た
神
通
力
に
つ
い
て
、
そ
の
獲
得
方
法
を
整
理
し
た

佐
々
木
閑
は
又
前
略
）
我
々
は
、
自
分
達
の
仏
教
受
容
の
特
殊

性
か

ら
、
神
通
力
を
極
め
て
朧
ろ
気
な
も
の
と
理
解
し
て
し
ま

（8
）

う
」
と
言
う
。
「
自
分
達
の
仏
教
受
容
の
特
殊
性
」
と
は
次
の
よ

う
な
事
情
を
指
す
。
「
仏
教
は
神
通
力
の
獲
得
を
最
終
目
標
と
す

る
宗
教
で
は
な
い
が
、
解
脱
に
む
か
っ
て
修
行
す
る
う
ち
に
い

つ

し
か
不
思
議
な
力
が
身
に
付
く
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
最
初
期
の
阿
含
経
の
段
階
で
は
、
神
通
力
の
獲
得
に
つ
い

て

の

一
般

則
な
ど
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
阿
含
の
教
義
が
体

系
化
さ
れ
た
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
時
代
に
な
る
と
、
神
通
力
は
修
行

の

必
然

的
成
果
と
し
て
修
行
階
梯
の
中
に
含
み
込
ま
れ
る
よ
う

に
な
る
。
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
は
、
凡
夫
が
修
行
に
よ
っ
て
次
第
に

煩

悩
を
滅
し
て
い
っ
て
解
脱
に
至
る
ま
で
の
階
梯
を
細
か
く
規

定
す
る
よ
う
に
な
る
。
い
わ
ば
修
行
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
中
、
禅
定
と
深
く
結
び
つ
い
た
か
た
ち
で
神
通
力

の

獲
得
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
大
乗
が
勃
興

し
て
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
質
の
解
脱
手
段
が
説
か
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
こ
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
解
脱
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
一
般
性
を

失
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
で
も
声
聞
乗
（
い
わ
ゆ
る
小
乗
仏
教
）

の

世
界
で

は
変
ら
ず
保
持
さ
れ
て
い
っ
た
」
。
「
神
通
力
の
獲
得

方
法
」
『
禅
学
研
究
』
7
2
、
一
九
九
四
年
、
一
－
二
頁
参
照
。
な

お
、
同
論
文
の
続
編
と
し
て
「
神
通
力
の
獲
得
方
法
・
続
」
『
禅

と
そ
の
周
辺
学
の
研
究
　
竹
貫
元
勝
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
』

永

田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
五
年
、
一
二
七
1
＝
二
六
頁
、
が
あ
る
。

巻
第
二
十
七
、
本
論
第
七
分
別
智
品
第
二
第
六
章
第
三
節
。
『
国

訳
一
切
経
印
度
撰
述
部
』
砒
曇
部
二
十
六
下
、
大
東
出
版
社
、

一
九

八
二
年
（
改
訂
再
版
）
、
三
九
七
（
一
〇
九
一
）
頁
参
照
。

引
用
に
際
し
て
は
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
（
以
下
同
様
）
。



（9
）

（1
0
）

巻
第
二
十
八
、
初
品
第
四
十
三
、
「
欲
住
大
神
通
」
釈
論
。
『
国

訳
一
切
経
印
度
撰
述
部
』
釈
経
論
部
二
、
大
東
出
版
社
、
一
九

八
七
年
（
改
訂
三
刷
）
、
三
〇
九
（
七
一
六
）
頁
参
照
。

　
な
お
、
パ
ー
リ
ニ
カ
ー
ヤ
・
漢
訳
阿
含
・
律
（
関
連
）
文
献

を
も
と
に
神
通
力
の
用
例
を
分
類
し
、
考
察
を
加
え
た
論
文
と

し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
平
岡
聡
「
慈
悲
と
し
て
の
神
通
・
神

変
　
　
有
部
系
説
話
文
献
の
用
例
を
中
心
に
　
　
」
『
日
本
仏
教

学

会

年
報
』
7
2
、
日
本
仏
教
学
会
、
二
〇
〇
六
年
、
六
三
－
七

六

頁
。
同
「
神
通
／
神
変
の
効
能
と
使
用
上
の
注
意
」
『
仏
教
研

究
』
　
3
6
、
国
際
仏
教
徒
協
会
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
九
－
二
二

九

頁
。
平
岡
は
こ
こ
で
神
通
力
の
用
例
を
五
種
に
分
類
し
、
ω

緊
急
時
の
神
通
・
神
変
（
①
他
者
の
た
め
②
自
己
の
た
め
③
僧

伽
の

た
め
）
、
②
気
配
り
の
神
通
・
神
変
、
個
逆
縁
者
へ
の
神

通
・
神
変
、
ω
順
縁
者
へ
の
神
通
・
神
変
、
㈲
そ
の
他
、
と
し

た
。
そ
の
上
で
、
神
通
力
行
使
が
否
定
さ
れ
る
の
は
、
た
ん
な

る
自
己
顕
示
の
意
図
や
、
業
報
を
変
え
よ
う
と
す
る
無
益
な
意

図
を
も
つ
場
合
で
あ
る
こ
と
、
肯
定
さ
れ
る
の
は
、
慈
悲
の
意

図
、
な
か
ん
ず
く
逆
縁
者
教
化
の
意
図
を
も
つ
場
合
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

六

神
通
に
つ
い
て
、
概
略
の
み
で
は
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
『
沙

門
果
経
』
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
箇
所
を
引
用
す
る
。
片

山
一
良
訳
『
パ
ー
リ
仏
典
〈
第
2
期
＞
1
長
部
（
デ
イ
ー
ガ
ニ

カ
ー
ヤ
）
戒
藏
編
1
』
所
収
、
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
参

照
。　

①
天

眼

通
　
又
前
略
）
か
れ
（
比
丘
を
さ
す
。
引
用
者
注
）

は
、
生
け
る
も
の
た
ち
の
、
死
と
再
生
の
智
に
心
を
傾
注
し
、

向
け
ま
す
。
か
れ
は
、
清
浄
に
し
て
超
人
的
な
天
の
眼
に
よ
っ

て
、
生
け
る
も
の
た
ち
が
、
劣
っ
た
も
の
・
優
れ
た
も
の
と
し

て
、
美
し
い
も
の
・
醜
い
も
の
と
し
て
、
幸
福
な
も
の
・
不
幸

な
も
の
と
し
て
、
死
に
か
わ
り
生
ま
れ
か
わ
る
の
を
見
、
生
け

る
も
の
た
ち
が
、
そ
の
業
に
応
じ
て
行
く
の
を
知
り
ま
す
。
『
実

に
こ
れ
ら
の
尊
い
生
け
る
も
の
た
ち
は
、
身
に
よ
る
悪
行
が
あ

り
、
口
に
よ
る
悪
行
が
あ
り
、
意
に
よ
る
悪
行
が
あ
っ
て
、
聖

者

を
誹
諺
し
、
邪
な
見
解
を
も
ち
、
邪
な
見
解
に
よ
る
業
を
引

き
受
け
て
い
る
。
か
れ
ら
は
、
身
体
が
滅
ぶ
と
、
死
後
、
苦

処
・
悪
道
・
破
滅
の
地
獄
に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
。
し
か
し
、
あ

ち
ら
の
尊
い
生
け
る
も
の
た
ち
は
、
身
に
よ
る
善
行
が
あ
り
、

口

に
よ
る
善
行
が
あ
り
、
意
に
よ
る
善
行
が
あ
っ
て
、
聖
者
を

誹
諺
せ

ず
、
正
し
い
見
解
を
も
ち
、
正
し
い
見
解
に
よ
る
業
を

引
き
受
け
て
い
る
。
か
れ
ら
は
、
身
体
が
滅
ぶ
と
、
死
後
、
善

道
の

天
界

に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
』
と
」
（
二
三
〇
頁
）
。

　
②
天

耳
通
”
「
（
前
略
）
か
れ
は
、
天
の
耳
に
心
を
傾
注
し
、

向
け
ま
す
。
か
れ
は
、
清
浄
に
し
て
超
人
的
な
天
の
耳
に
よ
っ

て
、
遠
く
の
も
の
で
あ
れ
、
近
く
の
も
の
で
あ
れ
、
天
の
声
、

人
間
の
声
を
、
と
も
に
聞
き
ま
す
」
（
二
二
四
頁
）
。

　
③
他
心

通
H
「
（
前
略
）
か
れ
は
、
他
心
智
に
心
を
傾
注
し
、

向
け
ま
す
。
か
れ
は
、
他
の
生
け
る
も
の
た
ち
、
他
の
人
々
の

心

を
、
心
に
よ
っ
て
掴
み
、
知
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
／
貧
り
の

あ
る
心
を
、
貧
り
の
あ
る
心
で
あ
る
と
知
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、

／
貧
り
を
離
れ
た
心
を
、
貧
り
を
離
れ
た
心
で
あ
る
と
知
り
ま

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

一
二
五



一
二
六

す
。
あ
る
い
は
ま
た
、
／
怒
り
の
あ
る
心
を
、
怒
り
の
あ
る
心
で

あ
る
と
知
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
／
怒
り
を
離
れ
た
心
を
、
怒
り

を
離
れ
た
心
で
あ
る
と
知
り
ま
す
。
あ
る
い
は
ま
た
、
／
愚
痴
の

あ
る
心
を
、
愚
痴
の
あ
る
心
で
あ
る
と
知
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、

／

愚
痴
を
離
れ
た
心
を
、
愚
痴
を
離
れ
た
心
で
あ
る
と
知
り
ま

す
。
あ
る
い
は
ま
た
、
／
萎
縮
し
た
心
を
、
萎
縮
し
た
心
で
あ
る

と
知
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
／
散
乱
し
た
心
を
、
散
乱
し
た
心
で

あ
る
と
知
り
ま
す
。
あ
る
い
は
ま
た
、
／
大
な
る
心
を
、
大
な
る

心
で

あ
る
と
知
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
／
大
な
ら
ざ
る
心
を
、
大

な
ら
ざ
る
心
で
あ
る
と
知
り
ま
す
。
あ
る
い
は
ま
た
、
／
有
上
の

心

（欲
界
の

心

を
さ
す
。
引
用
者
注
、
次
も
同
様
）
を
、
有
上

の
心
で

あ
る
と
知
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
／
無
上
の
心
（
色
界
・

無
色
界
の
心
を
さ
す
）
を
、
無
上
の
心
で
あ
る
と
知
り
ま
す
。

あ
る
い
は
ま
た
、
／
安
定
し
た
心
を
、
安
定
し
た
心
で
あ
る
と
知

り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
／
安
定
し
て
い
な
い
心
を
、
安
定
し
て
い

な
い
心
で
あ
る
と
知
り
ま
す
。
あ
る
い
は
ま
た
、
／
解
脱
し
た
心

を
、
解
脱
し
た
心
で
あ
る
と
知
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
／
解
脱
し

て

い

な
い
心
を
、
解
脱
し
て
い
な
い
心
で
あ
る
と
知
り
ま
す
」

（二
二
五

ー
二
二
六
頁
）
。

　
④
宿
命
通
”
「
（
前
略
）
か
れ
は
、
過
去
の
生
存
を
想
起
す
る

智
に
心
を
傾
注
し
、
向
け
ま
す
。
か
れ
は
、
種
々
の
過
去
に
お

け
る
生
存
を
、
た
と
え
ば
、
一
生
で
も
、
二
生
で
も
、
三
生
で

も
、
四
生
で
も
、
五
生
で
も
、
十
生
で
も
、
二
十
生
で
も
、
三

十
生
で
も
、
四
十
生
で
も
、
五
十
生
で
も
、
百
生
で
も
、
千
生

で

も
、
十
万
生
で
も
、
ま
た
数
多
の
破
壊
の
劫
で
も
、
数
多
の

創
造
の
劫
で
も
、
数
多
の
破
壊
と
創
造
の
劫
で
も
、
つ
ぎ
つ
ぎ

思

い

出
し
ま
す
。
『
そ
こ
で
は
、
こ
れ
こ
れ
の
名
が
あ
り
、
こ
れ

こ
れ
の
姓
が
あ
り
、
こ
れ
こ
れ
の
色
が
あ
り
、
こ
れ
こ
れ
の
食

べ
物
が
あ
り
、
こ
れ
こ
れ
の
楽
と
苦
を
経
験
し
、
こ
れ
こ
れ
の

寿
命
が
あ
っ
た
。
そ
の
私
は
、
そ
こ
か
ら
死
ん
で
、
あ
そ
こ
に

生

ま
れ
た
。
そ
こ
で
も
、
こ
れ
こ
れ
の
名
が
あ
り
、
こ
れ
こ
れ

の

姓
が

あ
り
、
こ
れ
こ
れ
の
色
が
あ
り
、
こ
れ
こ
れ
の
食
べ
物

が

あ
り
、
こ
れ
こ
れ
の
楽
を
苦
を
経
験
し
、
こ
れ
こ
れ
の
寿
命

が

あ
っ
た
。
そ
の
私
は
、
そ
こ
か
ら
死
ん
で
、
こ
こ
に
生
ま
れ

か

わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
』
と
、
こ
の
よ
う
に
具
体
的
に
、
明

瞭
に
、
種
々
の
過
去
に
お
け
る
生
存
を
、
つ
ぎ
つ
ぎ
思
い
出
し

ま
す
」
（
二
二
八
頁
）
。

　
⑤
漏
尽
通
　
又
前
略
）
か
れ
は
、
も
ろ
も
ろ
の
煩
悩
を
滅
す

る
智
に
心
を
傾
注
し
、
向
け
ま
す
。
か
れ
は
、
／
『
こ
れ
は
苦
で

あ
る
』
と
、
如
実
に
知
り
ま
す
。
／
『
こ
れ
は
苦
の
生
起
で
あ

る
』
と
、
如
実
に
知
り
ま
す
。
／
『
こ
れ
は
苦
の
滅
尽
で
あ
る
』

と
、
如
実
に
知
り
ま
す
。
／
『
こ
れ
は
苦
の
滅
尽
に
い
た
る
行
道

で

あ
る
』
と
、
如
実
に
知
り
ま
す
。
／
『
こ
れ
ら
は
煩
悩
で
あ

る
』
と
、
如
実
に
知
り
ま
す
。
／
『
こ
れ
は
煩
悩
の
生
起
で
あ

る
』
と
、
如
実
に
知
り
ま
す
。
／
『
こ
れ
は
煩
悩
の
滅
尽
で
あ

る
』
と
、
如
実
に
知
り
ま
す
。
／
『
こ
れ
は
煩
悩
の
滅
尽
に
至
る

行
道
で
あ
る
』
と
、
如
実
に
知
り
ま
す
。
／
こ
の
よ
う
に
知
り
、

こ
の
よ
う
に
見
る
か
れ
に
は
、
欲
の
煩
悩
か
ら
も
心
が
解
脱
し
、

生

存
の
煩
悩
か
ら
も
心
が
解
脱
し
、
無
明
の
煩
悩
か
ら
も
心
が

解
脱
し
ま
す
。
解
脱
し
た
と
き
に
は
、
解
脱
し
た
と
い
う
智
が



　
　

生

じ
ま
す
。
／
『
生
ま
れ
は
尽
き
た
。
梵
行
は
完
成
さ
れ
た
。
な

　
　

す
べ
き
こ
と
は
な
さ
れ
た
。
も
は
や
、
こ
の
状
態
の
他
に
は
な

　
　

い
』
／
と
、
知
り
ま
す
」
（
二
三
二
ー
二
三
三
頁
）
。

　
　
　
⑥
神
足
通
日
「
（
前
略
）
か
れ
は
、
種
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
神
通

　
　

を
体
験
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
／
一
つ
に
な
り
、
ま
た
多
に
な
り

　
　

ま
す
。
／
多
に
な
り
、
ま
た
一
つ
に
な
り
ま
す
。
／
現
わ
れ
ま
す
。

　
　

／
隠
れ
ま
す
。
／
壁
を
越
え
、
垣
を
越
え
、
山
を
越
え
、
空
中
に

　
　

お

け
る
よ
う
に
障
害
な
く
行
き
ま
す
。
／
大
地
に
お
い
て
も
、
水

　
　

中
に
お
け
る
よ
う
に
出
没
し
ま
す
。
／
水
上
に
お
い
て
も
、
沈
む

　
　

こ
と
な
く
、
大
地
に
お
け
る
よ
う
に
行
き
ま
す
。
／
空
中
に
お
い

　
　

て

も
足
を
組
み
、
ま
る
で
翼
の
あ
る
鳥
の
よ
う
に
進
み
ま
す
。
／

　
　

あ
の
よ
う
に
大
神
力
が
あ
り
、
あ
の
よ
う
に
大
威
力
が
あ
る
、

　
　

あ
の
月
と
太
陽
に
も
手
で
触
れ
た
り
撫
で
た
り
し
ま
す
。
／
梵
天

　
　

界
ま
で
も
身
を
も
っ
て
自
在
力
を
行
使
し
ま
す
」
（
二
二
三
－
二

　
　

二
四
頁
）
。

（
1
1
）
テ
ク
ス
ト
は
今
野
達
校
注
『
今
昔
物
語
集
　
こ
新
日
本
古
典
文

　
　

学
大
系
3
3
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
、
を
用
い
る
。

（
1
2
）
個
々
の
説
話
の
巻
数
、
巻
毎
の
通
し
番
号
は
、
例
え
ば
「
巻
第
一

　
　

第
七
話
」
を
「
I
1
7
」
の
よ
う
に
記
す
。
引
用
に
際
し
て
は
、

　
　

片
仮
名
を
平
仮
名
と
す
る
な
ど
適
宜
表
記
を
改
め
た
。
な
お
傍

　
　

点
は
す
べ
て
引
用
者
に
よ
る
。

（
1
3
）
天
眼
通
は
「
死
と
再
生
の
智
」
と
も
言
わ
れ
る
。
注
（
1
0
）
引

　
　

用
の
『
沙
門
果
経
』
①
を
参
照
。

（
1
4
）
他
心
通
の
対
象
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
善
悪
の
心
で
あ
る
。
注
（
1
0
）

　
　

引
用
の
『
沙
門
果
経
』
③
を
参
照
。

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

（
1
5
）
「
見
も
せ
ず
、
聞
き
も
せ
ず
、
心
眼
に
よ
っ
て
察
知
し
た
も
の
。

　
　

仏
典
で

は
こ
の
種
の
能
力
を
神
通
力
の
所
為
と
し
、
天
眼
通
と

　
　

い

う
」
（
一
〇
六
頁
注
二
）
。
な
お
、
注
（
7
）
の
佐
々
木
論
文

　
　

に
よ
る
と
、
他
心
通
獲
得
の
た
め
に
は
天
眼
通
獲
得
が
基
礎
と

　
　

な
る
と
い
う
。
「
神
通
力
の
獲
得
方
法
」
＝
二
頁
参
照
。

（
1
6
）
注
（
1
0
）
引
用
の
『
沙
門
果
経
』
④
を
参
照
。

（
1
7
）
注
（
7
）
の
佐
々
木
論
文
に
よ
れ
ば
、
外
道
は
四
十
劫
、
普
通
の

　
　

声
聞
は
百
千
劫
、
八
十
人
の
大
声
聞
は
十
万
劫
、
二
人
の
第
一

　
　

声

聞
（
舎
利
弗
・
目
連
）
は
一
阿
僧
祇
と
十
万
劫
、
独
覚
は
二

　
　

阿
僧
砥
と
十
万
劫
、
仏
は
際
限
な
く
想
起
可
能
で
あ
り
、
自
己

　
　

の

み

な
ら
ず
他
者
の
過
去
生
を
も
想
起
可
能
な
の
は
仏
の
み
で

　
　

あ
る
と
い
う
。
「
神
通
力
の
獲
得
方
法
」
一
四
頁
参
照
。

（
1
8
）
た
だ
し
、
佃
に
似
る
も
の
と
し
て
、
迦
葉
仏
の
弟
子
が
長
年
の
滅

　
　

尽
定
か

ら
出
、
空
中
で
神
変
を
現
じ
「
火
を
出
し
て
自
ら
身
を

　
　

焼
て

骨
髄
を
地
に
落
す
」
例
が
仏
滅
後
に
あ
る
（
W
－
2
9
、
三

　
　

六
〇
頁
）
。

（
1
9
）
善
因
楽
果
型
に
つ
い
て
は
注
（
5
）
の
拙
論
ω
、
悪
因
苦
果
型
あ

　
　

る
い
は
悪
因
・
善
因
の
混
清
型
に
つ
い
て
は
同
②
で
検
討
し
た
。

（
2
0
）
釈
迦
仏
の
語
り
の
例
え
ば
次
の
よ
う
な
叙
述
が
、
過
去
生
想
起
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
う
と

　
　

克
明
さ
を
示
し
て
い
る
。
「
其
の
夫
、
村
の
人
の
比
丘
等
を
供
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
む
か
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　

す
る
を
見
て
、
妻
に
向
て
涙
を
流
し
て
泣
く
。
其
の
涙
妻
の
腎

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　

の

上

に
落
つ
」
（
一
一
七
頁
）
。
出
典
『
法
苑
珠
林
』
第
五
十
六

　
　

富
貴
篇
第
六
十
三
引
証
部
第
二
に
も
次
の
文
が
あ
り
、
そ
れ
を

　
　

踏

襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
其
夫
見
他
供
養
衆
僧
。
向
婦
暗
実
懊

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　

悩
涙

堕
婦
腎
上
」
。
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
5
3
巻
事
彙
部
上
、

一
二
七



一
二
八

（2
1
）

（2
2
）

大
蔵
出
版
、
一
九
九
〇
年
（
普
及
版
）
、
七
一
〇
頁
参
照
。

毘

婆
　
仏
の
時
：
H
1
8
、
9
、
1
0
、
1
2
、
1
3
、
1
5
［
阿
羅
漢

果
で

な
く
預
流
果
］
、
1
7
［
二
説
話
含
ま
れ
る
う
ち
第
一
説
話
］
、

1
9
、
2
0
、
2
4
［
世
俗
的
栄
華
の
み
で
証
果
な
し
］
、
3
5
［
生
天
の

み

で

証
果

な
し
］
。
物
留
孫
仏
の
時
：
H
1
3
6
。
迦
葉
仏
の
時
：

I
1
8
、
I
i
1
1
、
1
7
［
二
説
話
含
ま
れ
る
う
ち
第
二
説
話
、

阿
羅
漢
果
で
な
く
預
流
果
］
、
1
8
、
3
0
［
阿
羅
漢
果
で
な
く
不
還

果
］
、
3
4
［
悪
因
苦
果
の
み
で
善
因
楽
果
な
し
］
、
4
0
、
4
1
［
世

俗
的
栄
華
の
み
］
）
。

又
前
略
）
此
翁
は
過
去
の
八
万
劫
の
土
地
を
塵
と
成
し
て
一
劫
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

充
て
て
其
の
数
よ
り
も
前
に
、
人
と
生
れ
て
猟
師
と
有
き
。
鹿

　
い
む
　
　
お
も
ひ
　
　
　
　
　
た
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
り
く
ら
は
　
　
　
　
せ

を
射
と
思
て
待
ち
立
り
し
間
、
俄
に
虎
来
て
喰
む
と
為
し
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ひ
と
た
び
な
も
ぶ
つ

猟
師
虎
の
難
を
免
か
れ
む
が
為
め
に
、
ロ
ハ
一
度
「
南
無
仏
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ふ
　
こ
の
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　

ぜ

ん
ご
ん
く

申
し
き
。
其
の
猟
師
と
云
は
此
翁
也
。
然
れ
ば
、
其
の
善
根
不

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
に

朽
ず
し
て
干
今
有
り
。
（
後
略
）
」
（
七
八
頁
）
。

　
「
八
万
劫
」
と
は
、
舎
利
弗
が
老
翁
の
た
め
に
さ
か
の
ぼ
っ
た

時
間
量
で
あ
る
。
「
劫
」
は
宇
宙
論
的
規
模
の
時
間
単
位
、
「
八
」

は

極
め

て

多
数
を
意
味
す
る
形
容
語
で
、
八
万
劫
は
ほ
と
ん
ど

永
遠

を
意
味
す
る
が
、
釈
迦
仏
が
さ
か
の
ぼ
る
時
間
量
は
こ
れ

と
桁
違
い
で
あ
る
。
「
八
万
劫
の
土
地
を
塵
と
成
し
て
…
」
の
部

分
が
や

や

わ
か
り
に
く
い
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
か
。

「
八
万

劫
と
い
う
時
間
を
土
地
に
置
き
換
え
、
途
方
も
な
く
広
大

な
土
地
を
考
え
る
と
す
る
。
そ
の
土
地
を
破
砕
し
て
塵
粒
に
細

分
化

し
た
と
す
る
と
、
塵
粒
全
体
は
途
方
も
な
い
上
に
さ
ら
に

途

方
も
な
い
数
と
な
る
。
そ
の
塵
粒
一
つ
を
一
劫
に
換
算
し
、

　
　
塵
粒
全
体
で

示
す
劫
数
を
考
え
、
そ
の
劫
数
よ
り
さ
ら
に
さ
か

　
　

の

ぼ
っ

た
過
去
に
…
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
り
ひ
つ
で
い

　
　
　

な
お
、
原
拠
『
賢
愚
経
』
巻
第
四
2
3
「
出
家
功
徳
　
利
芯
提

　
　

品
」
前
半
部
で
は
、
舎
利
弗
が
老
翁
の
出
家
を
拒
む
理
由
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
は

　
　
い

て

「
時
に
舎
利
弗
、
是
の
人
を
視
已
り
て
此
人
の
老
た
る
を

　
　
念

ひ
、
三
事
皆
鉄
く
、
学
問
・
坐
禅
・
衆
事
を
佐
助
す
る
こ
と

　
　
能
は
ず
」
と
述
べ
る
。
他
方
、
釈
迦
仏
は
老
翁
に
対
し
「
「
（
前

　
　
略
）
舎
利
弗
は
法
に
於
て
自
在
に
非
ず
。
何
ぞ
制
言
を
得
む
。

　
　
此
の

人

出
家
に
応
じ
、
此
の
人
応
ぜ
ず
と
。
唯
、
我
一
人
、
法

　
　

に
於
て
自
在
な
り
。
（
後
略
）
」
」
と
言
い
、
老
翁
を
慰
め
て
い
る
。

　
　
仏

は
ま
た
、
弟
子
た
ち
に
対
し
て
は
「
「
（
前
略
）
衆
生
縁
に
随

　
　

つ
て

度
を
得
る
な
り
。
或
は
仏
に
於
て
縁
有
る
あ
ら
ば
、
余
人

　
　

は
則
ち
度
す
る
こ
と
能
は
ず
。
（
後
略
）
」
」
と
言
う
。
な
お
、
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　

家
後
の
老
翁
に
関
し
て
「
此
の
人
、
前
世
已
に
得
度
の
因
縁
を

　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
種
え
以
て
法
鉤
を
呑
む
こ
と
魚
鉤
を
呑
む
が
如
し
」
と
い
う
叙
述

　
　
じ
つ

　
　
が
あ
り
、
彼
の
宿
因
の
拙
さ
は
示
唆
さ
れ
て
い
な
い
。
『
国
訳
一

　
　
切
経

印
度
撰
述
部
』
本
縁
部
七
、
大
東
出
版
社
、
一
九
八
四
年

　
　
（
改
訂
四
刷
）
、
九
一
、
九
三
頁
参
照
。
原
拠
と
の
関
係
に
つ
い

　
　

て
、
テ
ク
ス
ト
付
録
「
出
典
考
証
」
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
原

　
　

拠

と
の
異
同
が
大
で
、
そ
れ
が
撰
者
に
よ
る
改
作
と
は
考
え
が

　
　

た
い
の
で
、
直
接
の
出
曲
ハ
と
な
っ
た
仲
介
的
国
書
の
存
在
が
想

　
　

定
さ
れ
る
」
（
四
九
〇
頁
）
。

（
2
3
）
た
だ
し
、
天
竺
部
諸
説
話
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
阿
弥
陀
仏
関
連

　
　

説
話

に
お
い
て
は
、
念
仏
・
浄
土
往
生
と
い
う
形
の
救
い
が
説

　
　

か
れ
て

い

る
（
W
1
3
6
、
3
7
）
。



（2
4
）

（2
5
）

（2
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
り
ひ
つ
で
い

原

拠

『
賢
愚
経
』
巻
第
四
2
3
「
出
家
功
徳
　
利
芯
提
品
」
に
よ

れ

ば
、
こ
の
と
き
天
眼
を
用
い
て
老
沙
門
を
救
っ
た
の
は
、
釈

迦
仏

に
命
じ
ら
れ
こ
の
沙
門
の
出
家
時
に
師
僧
と
な
っ
た
目
連

で

あ
る
。
「
爾
の
時
、
目
連
、
天
眼
を
以
て
我
が
老
弟
子
何
事
を

作

さ
む
と
す
る
か
を
観
じ
尋
い
で
弟
子
の
身
を
放
ち
水
に
投
ぜ

む
と
す
る
を
見
、
未
だ
水
に
至
ら
ざ
る
の
頃
神
通
力
を
以
て
岸

の

上

に
接
置
す
」
。
出
典
は
注
（
2
2
）
に
同
じ
、
九
四
頁
参
照
。

　
な
お
、
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、
本
話
の
老

沙
門
と
、
前
節
末
尾
に
挙
げ
た
一
老
翁
出
家
課
（
I
1
2
7
）
の

主
人

公

は
、
原
拠
で
は
同
一
人
で
あ
る
。

原
拠

『大
唐
西
域
記
』
巻
第
二
那
掲
羅
掲
国
条
に
は
「
即
以
金
銭

買
華
供
養
受
記
窒
堵
波
」
と
あ
る
。
こ
の
条
始
め
の
方
に
「
城

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

東
二
里
有
窒
堵
波
。
（
中
略
）
釈
迦
菩
薩
値
燃
灯
仏
。
敷
鹿
皮
衣

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

布
髪
掩
泥
得
受
記
処
」
と
あ
る
も
の
と
同
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

前
生
の
釈
迦
仏
の
事
蹟
を
記
念
す
る
塔
で
あ
る
。
『
大
正
新
脩
大

蔵

経
』
第
5
1
巻
史
伝
部
三
、
大
蔵
出
版
、
一
九
九
〇
年
（
普
及

版
）
、
八
七
八
ー
八
七
九
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
て
た
ま
ひ

『今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
貧
女
は
「
鉢
を
空
く
し
て
胸
に
充
給

　
　
ひ
ご
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
し
び

て
、
疲
極
し
給
へ
る
気
色
」
の
釈
迦
仏
を
見
、
「
悲
の
心
を
発

し
て
」
供
養
を
志
す
（
三
六
頁
）
。
仏
へ
の
敬
意
も
あ
る
か
も
し

れ

な
い
が
、
む
し
ろ
一
人
の
人
と
し
て
仏
を
見
、
同
情
に
駆
ら

れ

て

供
養
の

志

を
も
つ
。
こ
れ
に
対
し
、
原
拠
『
大
智
度
論
』

巻

第
八
所
収
説
話
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
老
女
人
は
、

仏

の

金
色
・
白
毫
・
肉
書
・
丈
光
と
い
っ
た
相
を
見
、
「
「
此
の

如
き
の
神
人
は
、
応
に
天
厨
を
食
す
べ
し
。
今
自
ら
身
を
降
し
、

『今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
に
お
け
る
釈
迦
仏
理
解
の
一
側
面
（
柏
木
寧
子
）

（2
7
）

鉢

を
持
し
て
行
乞
し
た
ま
ふ
は
、
必
ず
是
れ
大
慈
に
し
て
一
切

を
慰
み
た
ま
ふ
が
故
な
ら
ん
」
」
と
考
え
、
そ
の
上
で
「
「
好
き

供
養

せ

ん
」
」
と
願
う
。
『
国
訳
一
切
経
印
度
撰
述
部
』
釈
経
論

部
一
、
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
年
（
改
訂
三
刷
）
、
二
＝
二

（
一
九

七
）
頁
参
照
。
テ
ク
ス
ト
付
録
「
出
典
考
証
」
に
は
「
直

接
の

出
典
は
不
明
な
が
ら
、
原
拠
の
要
を
取
っ
て
再
話
し
た
国

書
の

介
在
が
想
定
さ
れ
る
」
と
あ
り
（
四
八
九
頁
）
、
相
違
が

『今
昔
物
語
集
』
編
纂
者
の
創
意
に
よ
る
の
か
、
介
在
す
る
国
書

に
由
来
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

『今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
、
仏
は
子
の
乞
匂
を
憐
れ
み
、
そ
の

盲
目
を
癒
す
が
、
原
拠
『
出
曜
経
』
巻
第
四
欲
品
第
二
所
収
説

話
で
は
次
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
る
。
傷
つ
い
た
子
を
抱
き
母
の

乞

匂
が
歎
い
た
と
き
、
仏
は
「
大
慈
悲
を
興
し
、
済
ふ
所
有
ら

ん

と
欲
」
し
て
長
者
宅
に
赴
い
た
。
ま
ず
子
の
乞
匂
に
問
い
か

け
、
そ
の
前
生
が
現
当
主
栴
檀
長
者
の
父
で
あ
る
こ
と
を
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め

す
る
と
、
仏
は
「
栴
檀
長
者
の
與
に
地
獄
の
苦
を
抜
き
、
樫
貧

の

心

を
除
き
、
福
田
に
安
立
せ
し
め
ん
と
欲
し
」
、
そ
の
通
り
に

し
た
。
つ
ま
り
、
亡
父
の
遺
言
を
守
り
、
従
来
一
切
の
布
施
を

行

わ
ず
に
き
た
栴
檀
長
者
を
い
か
に
救
う
か
が
主
題
と
な
り
、

子
の

乞

匂
の
救
い
の
方
は
主
題
化
さ
れ
な
い
。
『
国
訳
一
切
経
印

度
撰
述
部
』
本
縁
部
十
、
大
東
出
版
社
、
一
九
八
四
年
（
改
訂

四

刷
）
、
八
八
－
八
九
（
七
六
－
七
七
）
頁
参
照
。
テ
ク
ス
ト
付

録

「
出
典
考
証
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
本
話
が
こ
の
説
話

（
『
出
曜
経
』
所
収
説
話
。
引
用
者
注
）
に
由
来
す
る
こ
と
は
確

か

で
、
第
一
・
二
段
は
原
話
の
抄
約
と
も
言
え
る
が
、
第
三
段

二
九



＝
二
〇

（2
8
）

（2
9
）

（3
0
）

は

大
き
く
変
改
し
て
い
る
。
撰
者
の
創
意
に
よ
る
改
作
と
は
考

え
が
た
く
、
別
に
直
接
の
出
典
と
な
っ
た
国
書
の
介
在
が
想
定

さ
れ
る
」
（
四
九
六
頁
）
。

H
1
3
お
よ
び
3
6
の
二
説
話
は
、
現
在
生
に
お
け
る
苦
果
、
お

よ
び
見
仏
・
聞
法
・
得
果
と
い
う
楽
果
に
つ
い
て
、
過
去
生
の

悪

因
・
善
因
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
仏
が
語
る
構
成
を
も
つ
。
仏
に

見
出
さ
れ
る
べ
き
善
因
が
衆
生
側
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て

い

る
が
、
だ
と
し
て
も
「
仏
此
の
人
を
見
て
哀
び
給
て
」
（
一

〇

七

頁
）
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
仏
の
慈
悲
も
関
わ
っ
て
出

合
い
が
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

原

拠
『
増
一
阿
含
経
』
巻
第
二
十
二
須
陀
品
第
三
十
の
三
は
、
轍

だ

　
　
　
　
　
　
き
ん
づ

茶
使
人
・
均
頭
沙
弥
・
周
利
般
特
か
ら
阿
那
律
・
大
迦
葉
・
大
目

連

に
至
る
ま
で
、
十
二
人
が
次
々
訪
れ
て
神
通
力
の
技
を
現
し

た
こ
と
、
そ
の
の
ち
諸
弟
子
・
諸
天
に
囲
ま
れ
て
仏
が
飛
来
し
、

長
者
が
帰
依
・
礼
拝
し
た
こ
と
を
叙
述
す
る
。
『
今
昔
物
語
集
』

に
見
ら
れ
る
大
地
の
震
動
等
の
叙
述
、
ま
た
、
外
道
の
者
に
指

示

さ
れ
、
自
害
を
試
み
な
が
ら
仏
に
救
わ
れ
た
旨
の
叙
述
（
四

ニ

ー
四
四
頁
）
は
な
い
。
『
国
訳
一
切
経
印
度
撰
述
部
』
阿
含
部

八
、
大
東
出
版
社
、
一
九
九
二
年
（
改
訂
七
刷
）
、
三
七
九
ー
三

八
四

（三
六

三

⊥
ご
六
八
）
頁
参
照
。
テ
ク
ス
ト
付
録
「
出
典

考
証
」
は
「
直
接
の
出
典
と
な
っ
た
国
書
の
介
在
が
想
定
さ
れ

る
」
と
す
る
（
四
八
九
頁
）
。

罪

を
作
り
な
が
ら
自
覚
し
な
い
衆
生
が
い
る
と
き
、
回
心
・
俄
悔

を
促
す
べ
く
神
通
力
の
技
を
見
せ
る
こ
と
は
、
諸
々
の
辟
支

仏
・
阿
羅
漢
な
ど
も
な
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
（
H
－
3
2
、
3
6
、

（3
1
）

皿
i
1
4
等
）
。

困
難
な
教
化
に
あ
え
て
励
む
仏
の
態
度
は
、
ほ
か
の
説
話
に
も
描

か

れ

る
。
I
1
3
4
説
話
に
は
、
貧
欲
邪
見
で
布
施
を
行
ず
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

と
な
く
す
で
に
老
齢
に
達
し
た
長
者
が
登
場
す
る
。
仏
は
「
慈

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ど

悲
を
以
て
彼
れ
を
教
化
せ
む
が
為
に
、
其
の
門
に
三
年
立
」
ち

　
　
も

続

け
た
が
、
杖
木
・
瓦
石
を
も
っ
て
追
わ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た

（
九
一
頁
）
。
こ
の
例
で
は
神
通
力
の
行
使
は
な
い
が
、
仏
と
の

出
合
い
を
衆
生
の
側
が
拒
む
点
、
そ
の
よ
う
な
衆
生
の
教
化
を

も
仏
の
側
は
志
し
、
努
力
を
惜
し
ま
な
い
点
で
、
毘
低
羅
教
化

課
と
共
通
す
る
。
仏
の
努
力
が
「
慈
悲
」
に
由
来
す
る
こ
と
を
、

こ
の
説
話
は
明
示
し
て
い
る
。

（付

記
）
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
『
今
昔
物
語
集
』

天
竺

部
・
釈
迦
仏
・
神
通
力


